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人事院規則９―１７―１４９ 新旧対照表

改 正 後 改 正 前

別表第二（第二条関係） 別表第二（第二条関係）

一 行政職俸給表（一） 一 行政職俸給表（一）

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

10 級 一種 139,300円 10 級 一種 (同左)

９ 級 一種 130,300円 ９ 級 一種 (同左)

二種 104,200円 二種 (同左)

８ 級 一種 116,900円 ８ 級 一種 116,800円

二種 94,000円 二種 (同左)

三種 82,200円 三種 (同左)

７ 級 二種 88,500円 ７ 級 二種 (同左)

三種 77,400円 三種 (同左)

四種 66,400円 四種 (同左)

６ 級 三種 72,700円 ６ 級 三種 (同左)

四種 62,300円 四種 (同左)

五種 51,900円 五種 (同左)

５ 級 四種 59,500円 ５ 級 四種 (同左)

五種 49,600円 五種 (同左)

４ 級 四種 55,500円 ４ 級 四種 (同左)

五種 46,300円 五種 (同左)

二 専門行政職俸給表 二 専門行政職俸給表

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

８ 級 一種 139,300円 ８ 級 一種 (同左)

７ 級 一種 130,300円 ７ 級 一種 (同左)

二種 104,200円 二種 (同左)

６ 級 一種 116,900円 ６ 級 一種 116,800円

二種 94,000円 二種 (同左)

三種 82,200円 三種 (同左)

５ 級 二種 88,500円 ５ 級 二種 (同左)

三種 77,400円 三種 (同左)

四種 66,400円 四種 (同左)

４ 級 三種 72,700円 ４ 級 三種 (同左)

四種 62,300円 四種 (同左)

五種 51,900円 五種 (同左)

３ 級 五種 49,100円 ３ 級 五種 (同左)

三 税務職俸給表 三 税務職俸給表

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額
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10 級 一種 139,300円 10 級 一種 (同左)

９ 級 一種 130,300円 ９ 級 一種 (同左)

二種 104,200円 二種 (同左)

８ 級 一種 118,900円 ８ 級 一種 118,800円

二種 95,700円 二種 (同左)

三種 83,800円 三種 (同左)

７ 級 二種 90,900円 ７ 級 二種 (同左)

三種 79,500円 三種 (同左)

四種 68,100円 四種 (同左)

６ 級 三種 78,200円 ６ 級 三種 (同左)

四種 67,100円 四種 (同左)

五種 55,900円 五種 (同左)

５ 級 四種 64,600円 ５ 級 四種 (同左)

五種 53,800円 五種 (同左)

４ 級 四種 61,000円 ４ 級 四種 (同左)

五種 50,800円 五種 (同左)

四 公安職俸給表（一） 四 公安職俸給表（一）

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

11 級 一種 139,300円 11 級 一種 (同左)

10 級 一種 130,300円 10 級 一種 (同左)

二種 104,200円 二種 (同左)

９ 級 一種 118,900円 ９ 級 一種 118,800円

二種 95,700円 二種 (同左)

三種 83,800円 三種 (同左)

８ 級 二種 90,900円 ８ 級 二種 (同左)

三種 79,500円 三種 (同左)

四種 68,100円 四種 (同左)

７ 級 三種 78,200円 ７ 級 三種 (同左)

四種 67,100円 四種 (同左)

五種 55,900円 五種 (同左)

６ 級 四種 64,600円 ６ 級 四種 (同左)

五種 53,800円 五種 (同左)

５ 級 四種 61,000円 ５ 級 四種 (同左)

五種 50,800円 五種 (同左)

五 公安職俸給表（二） 五 公安職俸給表（二）

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

10 級 一種 139,300円 10 級 一種 (同左)

９ 級 一種 130,300円 ９ 級 一種 (同左)

二種 104,200円 二種 (同左)

８ 級 一種 118,900円 ８ 級 一種 118,800円
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二種 95,700円 二種 (同左)

三種 83,800円 三種 (同左)

７ 級 二種 90,900円 ７ 級 二種 (同左)

三種 79,500円 三種 (同左)

四種 68,100円 四種 (同左)

６ 級 三種 78,200円 ６ 級 三種 (同左)

四種 67,100円 四種 (同左)

五種 55,900円 五種 (同左)

５ 級 四種 64,600円 ５ 級 四種 (同左)

五種 53,800円 五種 (同左)

４ 級 四種 61,000円 ４ 級 四種 (同左)

五種 50,800円 五種 (同左)

六 海事職俸給表（一） 六 海事職俸給表（一）

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

７ 級 一種 129,900円 ７ 級 一種 129,800円

二種 106,200円 二種 (同左)

６ 級 一種 122,900円 ６ 級 一種 122,800円

二種 99,400円 二種 (同左)

三種 87,000円 三種 (同左)

５ 級 三種 81,100円 ５ 級 三種 (同左)

四種 69,500円 四種 (同左)

４ 級 三種 74,900円 ４ 級 三種 (同左)

四種 64,200円 四種 (同左)

七・八 （略） 七・八 （同左）

九 研究職俸給表 九 研究職俸給表

職務の級 区分 俸給の特別調整額 職務の級 区分 俸給の特別調整額

６ 級 一種 139,700円 ６ 級 一種 139,600円

５ 級 一種 129,300円 ５ 級 一種 (同左)

二種 103,400円 二種 (同左)

三種 90,500円 三種 (同左)

四種 77,600円 四種 (同左)

４ 級 三種 78,400円 ４ 級 三種 (同左)

四種 67,200円 四種 (同左)

３ 級 四種 60,900円 ３ 級 四種 (同左)

十～十三 （略） 十～十三 （同左）
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 別表（第六条関係）

１　　種 ２　　種 ３　　種 ４　　種 ５　　種

         円          円          円          円          円          円          円

1 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

1 年以上 2 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

2 年以上 3 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

3 年以上 4 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

4 年以上 5 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

5 年以上 6 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 90,000

6 年以上 7 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 48,800 80,000

7 年以上 8 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 47,000 60,000

8 年以上 9 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 45,200 40,000

9 年以上 10 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 43,400 20,000

10 年以上 11 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 41,600

11 年以上 12 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 39,800

12 年以上 13 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 38,000

13 年以上 14 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 36,200

14 年以上 15 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 34,800

15 年以上 16 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 33,400

16 年以上 17 年未満 409,400 364,000 304,700 248,000 182,700 32,000

17 年以上 18 年未満 405,000 360,000 301,400 245,400 181,100 30,600

18 年以上 19 年未満 400,600 356,000 298,100 242,800 179,500 29,200

19 年以上 20 年未満 396,200 352,000 294,800 240,200 177,900 27,800

20 年以上 21 年未満 391,800 348,000 291,500 237,600 176,300 26,400

21 年以上 22 年未満 372,400 331,100 277,700 225,600 167,100 25,800

22 年以上 23 年未満 352,600 313,900 263,700 213,700 157,300 25,200

23 年以上 24 年未満 333,300 297,200 250,200 201,700 148,200 24,200

24 年以上 25 年未満 313,900 280,300 236,300 189,900 138,500 23,600

25 年以上 26 年未満 294,400 263,400 222,600 178,100 129,300 23,000

26 年以上 27 年未満 271,700 242,600 205,000 163,700 118,300 22,400

27 年以上 28 年未満 249,500 222,200 187,900 149,400 107,900 21,800

28 年以上 29 年未満 227,100 201,800 170,600 135,100 97,600 21,000

29 年以上 30 年未満 204,300 181,000 153,000 120,800 86,600 20,700

30 年以上 31 年未満 179,500 159,100 135,000 105,800 76,000 20,300

31 年以上 32 年未満 154,600 137,200 116,700 91,000 64,900 19,700

32 年以上 33 年未満 130,000 115,500 98,800 75,800 54,500 18,800

33 年以上 34 年未満 91,900 83,600 72,800 56,700 40,300 17,900

34 年以上 35 年未満 56,600 53,800 48,500 38,300 27,100 17,200

備考

  １  この表において期間の区分欄に掲げる年数は、採用の日又は第４条各号の職員となつた日以後の

　　期間を示す。

  ２  この表において、「１項職員」とは第２条第１項の官職を占める職員を、「２項職員」とは同条

　　第２項の官職を占める職員を、「３項職員」とは同条第３項の官職を占める職員をいう。

　３　この表において、「１種」とは第２条第１項第１号の官職を占める職員を、「２種」とは同項第　

　　２号の官職を占める職員を、「３種」とは同項第３号の官職を占める職員を、「４種」とは同項第

　　４号の官職を占める職員を、「５種」とは同項第５号の官職を占める職員をいう。

年未満

１　　　　項　　　　職　　　　員
２項職員 ３項職員

期間の区分

職員の区分
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 別表（第六条関係）

１　　種 ２　　種 ３　　種 ４　　種 ５　　種
      円        円       円       円       円       円        円

1 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 100,000
1 年以上 2 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 100,000
2 年以上 3 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 100,000
3 年以上 4 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 100,000
4 年以上 5 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 100,000
5 年以上 6 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 50,500 90,000
6 年以上 7 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 48,700 80,000
7 年以上 8 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 46,900 60,000
8 年以上 9 年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 45,100 40,000
9 年以上10年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 43,300 20,000
10年以上11年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 41,500
11年以上12年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 39,700
12年以上13年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 37,900
13年以上14年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 36,100
14年以上15年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 34,700
15年以上16年未満 413,300 367,600 307,800 250,400 184,100 33,300
16年以上17年未満 408,900 363,600 304,500 247,800 182,500 31,900
17年以上18年未満 404,500 359,600 301,200 245,200 180,900 30,500
18年以上19年未満 400,100 355,600 297,900 242,600 179,300 29,100
19年以上20年未満 395,700 351,600 294,600 240,000 177,700 27,700
20年以上21年未満 391,300 347,600 291,300 237,400 176,100 26,300
21年以上22年未満 371,900 330,700 277,500 225,400 166,900 25,700
22年以上23年未満 352,100 313,500 263,500 213,500 157,100 25,100
23年以上24年未満 332,800 296,800 250,000 201,500 148,000 24,100
24年以上25年未満 313,400 279,900 236,100 189,700 138,300 23,500
25年以上26年未満 293,900 263,000 222,400 177,900 129,100 22,900
26年以上27年未満 271,200 242,200 204,800 163,500 118,100 22,300
27年以上28年未満 249,000 221,800 187,700 149,200 107,700 21,700
28年以上29年未満 226,600 201,400 170,400 134,900 97,400 20,900
29年以上30年未満 203,800 180,600 152,800 120,600 86,400 20,600
30年以上31年未満 179,000 158,700 134,800 105,600 75,800 20,200
31年以上32年未満 154,100 136,800 116,500 90,800 64,700 19,600
32年以上33年未満 129,500 115,100 98,600 75,600 54,300 18,700
33年以上34年未満 91,400 83,200 72,600 56,500 40,100 17,800
34年以上35年未満 56,100 53,400 48,300 38,100 26,900 17,100

備考

  １  この表において期間の区分欄に掲げる年数は、採用の日又は第４条各号の職員となつた日以後の

　　期間を示す。

  ２  この表において、「１項職員」とは第２条第１項の官職を占める職員を、「２項職員」とは同条

　　第２項の官職を占める職員を、「３項職員」とは同条第３項の官職を占める職員をいう。

　３　この表において、「１種」とは第２条第１項第１号の官職を占める職員を、「２種」とは同項第　

　　２号の官職を占める職員を、「３種」とは同項第３号の官職を占める職員を、「４種」とは同項第

　　４号の官職を占める職員を、「５種」とは同項第５号の官職を占める職員をいう。

年未満

１　　　　項　　　　職　　　　員
２項職員 ３項職員

期間の区分

職員の区分

○

人
事
院
規
則
九
―
三
四
―
二
七

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

 別表（第六条関係）

１　　種 ２　　種 ３　　種 ４　　種 ５　　種
      円        円       円       円       円       円        円

1 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000
1 年以上 2 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000
2 年以上 3 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000
3 年以上 4 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000

4 年以上 5 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 100,000
5 年以上 6 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 50,600 90,000

6 年以上 7 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 48,800 80,000
7 年以上 8 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 47,000 60,000
8 年以上 9 年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 45,200 40,000

9 年以上10年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 43,400 20,000
10年以上11年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 41,600

11年以上12年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 39,800
12年以上13年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 38,000
13年以上14年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 36,200
14年以上15年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 34,800
15年以上16年未満 413,800 368,000 308,000 250,600 184,300 33,400

16年以上17年未満 409,400 364,000 304,700 248,000 182,700 32,000
17年以上18年未満 405,000 360,000 301,400 245,400 181,100 30,600

18年以上19年未満 400,600 356,000 298,100 242,800 179,500 29,200
19年以上20年未満 396,200 352,000 294,800 240,200 177,900 27,800
20年以上21年未満 391,800 348,000 291,500 237,600 176,300 26,400

21年以上22年未満 372,400 331,100 277,700 225,600 167,100 25,800
22年以上23年未満 352,600 313,900 263,700 213,700 157,300 25,200

23年以上24年未満 333,300 297,200 250,200 201,700 148,200 24,200
24年以上25年未満 313,900 280,300 236,300 189,900 138,500 23,600
25年以上26年未満 294,400 263,400 222,600 178,100 129,300 23,000

26年以上27年未満 271,700 242,600 205,000 163,700 118,300 22,400
27年以上28年未満 249,500 222,200 187,900 149,400 107,900 21,800

28年以上29年未満 227,100 201,800 170,600 135,100 97,600 21,000
29年以上30年未満 204,300 181,000 153,000 120,800 86,600 20,700
30年以上31年未満 179,500 159,100 135,000 105,800 76,000 20,300

31年以上32年未満 154,600 137,200 116,700 91,000 64,900 19,700
32年以上33年未満 130,000 115,500 98,800 75,800 54,500 18,800

33年以上34年未満 91,900 83,600 72,800 56,700 40,300 17,900
34年以上35年未満 56,600 53,800 48,500 38,300 27,100 17,200

備考

  １  この表において期間の区分欄に掲げる年数は、採用の日又は第４条各号の職員となつた日以後の

　　期間を示す。

  ２  この表において、「１項職員」とは第２条第１項の官職を占める職員を、「２項職員」とは同条

　　第２項の官職を占める職員を、「３項職員」とは同条第３項の官職を占める職員をいう。

　３　この表において、「１種」とは第２条第１項第１号の官職を占める職員を、「２種」とは同項第　

　　２号の官職を占める職員を、「３種」とは同項第３号の官職を占める職員を、「４種」とは同項第

　　４号の官職を占める職員を、「５種」とは同項第５号の官職を占める職員をいう。

年未満

１　　　　項　　　　職　　　　員
２項職員 ３項職員

期間の区分

職員の区分
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
―
四
六

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

第
一
条

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
九
十
九
以
上
百
分
の
百
六
十
」
を
「
百
分
の
百
十
二
以
上
百
分
の
百
八
十
」
に

、
「
百
分
の
百
二
十
五
以
上
百
分
の
二
百
」
を
「
百
分
の
百
三
十
八
以
上
百
分
の
二
百
二
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分

の
八
十
八
以
上
百
分
の
九
十
九
」
を
「
百
分
の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
十
二
」
に
、
「
百
分
の
百
十
一
以
上
百
分
の
百

二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
以
上
百
分
の
百
三
十
八
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
七
十
七
」
を
「
百

分
の
八
十
七
」
に
、
「
百
分
の
九
十
七
」
を
「
百
分
の
百
七
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
百
十
一
以
上
百
分
の

百
七
十
二
」
を
「
百
分
の
百
二
十
六
以
上
百
分
の
百
九
十
四
」
に
、
「
百
分
の
百
五
十
九
以
上
百
分
の
二
百
三
十
四
」
を
「
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百
分
の
百
七
十
七
以
上
百
分
の
二
百
五
十
九
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
九
十
一
・
五
以
上
百
分
の
百
十
一
」
を
「
百

分
の
百
四
以
上
百
分
の
百
二
十
六
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
三
以
上
百
分
の
百
五
十
九
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
以
上
百
分

の
百
七
十
七
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
七
十
二
」
を
「
百
分
の
八
十
二
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百

分
の
九
十
七
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
九
十
五
以
上
百
分
の
百
七
十
五
」
を
「
百
分
の
百
六
・
五
以
上
百
分

の
百
九
十
五
」
に
、
「
百
分
の
八
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
八
十
二

・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
号
イ
」
を
「
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「

百
分
の
三
十
七
・
五
超
」
を
「
百
分
の
四
十
四
・
五
以
上
」
に
、
「
百
分
の
四
十
七
・
五
超
」
を
「
百
分
の
五
十
四
・
五
以

上
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
三
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
一
」
に
、
「
百
分
の
四
十
七
・
五
」
を
「
百

分
の
五
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
四
十
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
八
」
に
、
「
百
分
の
五
十
六
・
五
」

を
「
百
分
の
六
十
三
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
三
十
五
・
五
」
を
「
百
分
の
三
十
九
」
に
、
「
百
分
の
四
十

二
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
六
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
四
十
五
超
」
を
「
百
分
の
五
十
二
以
上
」
に
、
「

、
百
分
の
四
十
五
」
を
「
、
百
分
の
五
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
八
・
五
」
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に
改
め
る
。

第
二
条

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
百
十
二
以
上
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
五
以
上
百
分
の
百
七
十
」
に
、

「
百
分
の
百
三
十
八
以
上
百
分
の
二
百
二
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
一
以
上
百
分
の
二
百
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分

の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
十
二
」
を
「
百
分
の
九
十
三
・
五
以
上
百
分
の
百
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
以
上

百
分
の
百
三
十
八
」
を
「
百
分
の
百
十
六
・
五
以
上
百
分
の
百
三
十
一
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
八
十
七
」

を
「
百
分
の
八
十
二
」
に
、
「
百
分
の
百
七
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
百
二
十
六
以
上

百
分
の
百
九
十
四
」
を
「
百
分
の
百
十
九
以
上
百
分
の
百
八
十
四
」
に
、
「
百
分
の
百
七
十
七
以
上
百
分
の
二
百
五
十
九
」

を
「
百
分
の
百
六
十
八
以
上
百
分
の
二
百
四
十
七
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
百
四
以
上
百
分
の
百
二
十
六
」
を
「
百

分
の
九
十
八
以
上
百
分
の
百
十
九
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
七
以
上
百
分
の
百
七
十
七
」
を
「
百
分
の
百
三
十
以
上
百
分
の

百
六
十
八
」
に
改
め
、
同
号
ハ
及
び
ニ
中
「
百
分
の
八
十
二
」
を
「
百
分
の
七
十
七
」
に
、
「
百
分
の
九
十
七
」
を
「
百
分

の
九
十
二
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
百
六
・
五
以
上
百
分
の
百
九
十
五
」
を
「
百
分
の
百
一
以
上
百
分
の
百

八
十
五
」
に
、
「
百
分
の
九
十
七
・
五
」
を
「
百
分
の
九
十
二
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
九
十
二
・
五
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」
を
「
百
分
の
八
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
四
十
四
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
二
」
に
、
「
百
分
の
五
十
四
・
五
」
を

「
百
分
の
五
十
二
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
四
十
一
」
を
「
百
分
の
三
十
八
・
五
」
に
、
「
百
分
の
五
十
一

」
を
「
百
分
の
四
十
八
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
百
分
の
四
十
八
」
を
「
百
分
の
四
十
五
」
に
、
「
百
分
の
六

十
三
」
を
「
百
分
の
五
十
九
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
三
十
九
」
を
「
百
分
の
三
十
六
・
五
」
に
、
「

百
分
の
四
十
六
」
を
「
百
分
の
四
十
三
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
百
分
の
五
十
二
」
を
「
百
分
の
四
十
九
・
五

」
に
、
「
、
百
分
の
五
十
」
を
「
、
百
分
の
四
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
百
分
の
四
十
八
・
五
」
を
「
百

分
の
四
十
六
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
項
中
「
三
級
及
び
二
級
」
を
「
二
級
以
上
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
第
一
条
関
係
）

○

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
―
四
六

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

第
十
三
条

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

第
十
三
条

（
同
上
）

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十

九
条
の
七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第

一
号
イ
及
び
ロ
、
第
二
号
イ
及
び
ロ
又
は
第
三
号
イ
に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協

議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

員

百
分
の
百
十
二
以
上
百
分
の
百
八
十
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条
の
四

員

百
分
の
九
十
九
以
上
百
分
の
百
六
十
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条
の
四

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
八
以
上

「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
五
以
上

百
分
の
二
百
二
十
以
下
）

百
分
の
二
百
以
下
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
十
二
未

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
八
十
八
以
上
百
分
の
九
十
九
未
満
（

満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
二
・
五
以
上
百
分
の

特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
一
以
上
百
分
の
百
二
十
五
未

百
三
十
八
未
満
）

満
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
七
十

七
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
七
）

七
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
）
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ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
七
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
七
十
七
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

つ
て
は
、
百
分
の
百
七
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
二
十
六
以
上
百
分
の
百
九
十
四
以

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
十
一
以
上
百
分
の
百
七
十
二
以
下

下
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
七
十
七
以
上
百
分
の
二
百

（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
五
十
九
以
上
百
分
の
二
百
三

五
十
九
以
下
）

十
四
以
下
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
四
以
上
百
分
の
百
二
十
六
未
満
（

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
九
十
一
・
五
以
上
百
分
の
百
十
一
未

特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
七
以
上
百
分
の
百
七
十
七

満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
三
以
上
百
分
の
百
五

未
満
）

十
九
未
満
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
八
十
二
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
二
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
九
十
七
）

は
、
百
分
の
八
十
七
）

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
八
十
二
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
二
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
八
十
七
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
百
六
・
五
以
上
百
分
の
百
九
十
五
以

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
五
以
上
百
分
の
百
七
十
五
以
下

下
（
事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法

（
事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法
制

制
次
長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長

次
長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長
官

官
（
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ

（
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
・
五
）

て
は
、
百
分
の
八
十
七
・
五
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
九
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

二
・
五

二
・
五

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
九
十
二
・
五
未
満

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
二
・
五
未
満

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
同
上
）
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第
十
三
条
の
二

再
任
用
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

第
十
三
条
の
二

再
任
用
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
定
め

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
定
め

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十
九
条
の

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第
一
号
イ

七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第
二
号
イ

、
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、

あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱

あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
四
十
四
・
五
以
上
（
特
定
管
理
職
員

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
三
十
七
・
五
超
（
特
定
管
理
職
員
に

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
四
・
五
以
上
）

あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
超
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
四
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
三
十

一
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
一
）

七
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
四
十
一
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
三
十
七
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
五
十
一
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
・
五
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に

つ
て
は
、
百
分
の
六
十
三
以
上
）

あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
六
・
五
以
上
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
九
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
五
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

は
、
百
分
の
四
十
六
）

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
二
・
五
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
九
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
五
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
六
未
満
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
二
・
五
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
五
十
二
以
上
（
事
務
次
官
等
に
あ

イ

第
一
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五
超
（
事
務
次
官
等
に
あ
つ

つ
て
は
、
百
分
の
五
十
）

て
は
、
百
分
の
四
十
五
）
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ロ

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
・
五

ロ

第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五

ハ

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
・
五
未
満

ハ

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五
未
満

２

（
略
）

２

（
同
上
）
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（
第
二
条
関
係
）

○

人
事
院
規
則
九
―
四
〇
―
四
六

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

（
勤
勉
手
当
の
成
績
率
）

第
十
三
条

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員

第
十
三
条

（
同
上
）

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十

九
条
の
七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第

一
号
イ
及
び
ロ
、
第
二
号
イ
及
び
ロ
又
は
第
三
号
イ
に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協

議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

イ

直
近
の
業
績
評
価
（
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
業
績
評
価
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

。
以
下
同
じ
。
）
の
全
体
評
語
（
人
事
評
価
政
令
第
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

用
す
る
人
事
評
価
政
令
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
確
認
が
行
わ
れ
た
人

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

事
評
価
政
令
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
全
体
評
語
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

。
）
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
職

員

百
分
の
百
五
以
上
百
分
の
百
七
十
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第

員

百
分
の
百
十
二
以
上
百
分
の
百
八
十
以
下
（
給
与
法
第
十
九
条
の
四

二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「

第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て

特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
一
以
上
百

「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
八
以
上

分
の
二
百
十
以
下
）

百
分
の
二
百
二
十
以
下
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
三
・
五
以
上
百
分
の
百
五
未
満

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
十
二
未

（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
六
・
五
以
上
百
分
の
百
三

満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
十
二
・
五
以
上
百
分
の

十
一
未
満
）

百
三
十
八
未
満
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

が
な
い
職
員
（
ニ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

二
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
）

七
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
七
）
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ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ニ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
二
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
七
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

つ
て
は
、
百
分
の
百
二
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
百
七
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
十
九
以
上
百
分
の
百
八
十
四
以
下

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
二
十
六
以
上
百
分
の
百
九
十
四
以

（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
六
十
八
以
上
百
分
の
二
百
四

下
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
七
十
七
以
上
百
分
の
二
百

十
七
以
下
）

五
十
九
以
下
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
九
十
八
以
上
百
分
の
百
十
九
未
満
（

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
百
四
以
上
百
分
の
百
二
十
六
未
満
（

特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
以
上
百
分
の
百
六
十
八
未

特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
三
十
七
以
上
百
分
の
百
七
十
七

満
）

未
満
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
七
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
八
十
二
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
九
十
二
）

は
、
百
分
の
九
十
七
）

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
七
十
七
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ニ

前
号
ニ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
八
十
二
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
二
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
百
一
以
上
百
分
の
百
八
十
五
以
下
（

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
百
六
・
五
以
上
百
分
の
百
九
十
五
以

事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法
制
次

下
（
事
務
次
官
、
会
計
検
査
院
事
務
総
長
、
人
事
院
事
務
総
長
、
内
閣
法

長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長
官
（

制
次
長
、
宮
内
庁
次
長
、
警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長

次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て

官
（
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
事
務
次
官
等
」
と
い
う
。
）
に
あ

は
、
百
分
の
九
十
二
・
五
）

つ
て
は
、
百
分
の
九
十
七
・
五
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
八
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
九
十

七
・
五

二
・
五

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
八
十
七
・
五
未
満

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
九
十
二
・
五
未
満

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
同
上
）
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第
十
三
条
の
二

再
任
用
職
員
の
成
績
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

第
十
三
条
の
二

（
同
上
）

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
定
め

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
属
の
給
与
法
第
十
九
条
の

七
第
一
項
の
職
員
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
こ
と
等
の
事
情
に
よ
り
、
第
一
号
イ

、
第
二
号
イ
又
は
第
三
号
イ
に
定
め
る
成
績
率
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
院
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

イ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
四
十
二
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員

百
分
の
四
十
四
・
五
以
上
（
特
定
管
理
職
員

つ
て
は
、
百
分
の
五
十
二
以
上
）

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
四
・
五
以
上
）

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

ロ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
上
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
の
う
ち
勤

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

務
成
績
が
良
好
な
職
員
並
び
に
直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
中
位
の

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
三
十

が
な
い
職
員
（
ハ
の
人
事
院
の
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

百
分
の
四
十

八
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
八
・
五
）

一
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
一
）

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

ハ

直
近
の
業
績
評
価
の
全
体
評
語
が
下
位
の
段
階
で
あ
る
職
員
及
び
基
準

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
職
員
そ
の
他

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
三
十
八
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

の
人
事
院
の
定
め
る
職
員

百
分
の
四
十
一
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
八
・
五
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
五
十
一
未
満
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

げ
る
職
員
の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
五
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
以
上
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

つ
て
は
、
百
分
の
五
十
九
・
五
以
上
）

つ
て
は
、
百
分
の
六
十
三
以
上
）

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
六
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
九
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
三
・
五
）

は
、
百
分
の
四
十
六
）

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
六
・
五
未
満
（
特
定
管
理
職
員

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
三
十
九
未
満
（
特
定
管
理
職
員
に
あ

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
三
・
五
未
満
）

つ
て
は
、
百
分
の
四
十
六
未
満
）

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

三

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
が
次
に
掲
げ
る
職
員

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

の
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
割
合

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
九
・
五
以
上
（
事
務
次
官
等
に

イ

前
号
イ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
五
十
二
以
上
（
事
務
次
官
等
に
あ
つ

あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
七
・
五
）

て
は
、
百
分
の
五
十
）
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ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
六

ロ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
・
五

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
六
未
満

ハ

前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員

百
分
の
四
十
八
・
五
未
満

２

（
略
）

２

（
同
上
）

別
表
第
一
（
第
四
条
の
三
関
係
）

別
表
第
一
（
第
四
条
の
三
関
係
）

俸

給

表

職

員

加

算

割

合

俸

給

表

職

員

加

算

割

合

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

専
門
ス
タ
ッ
フ

職
務
の
級
二
級
以
上
の
職

（
略
）

専
門
ス
タ
ッ
フ

職
務
の
級
三
級
及
び
二

（
同
上
）

職
俸
給
表

員

職
俸
給
表

級
の
職
員

（
略
）

（
略
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
及
び
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
八
〇
（
扶
養
手

当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
八
〇
―
五

人
事
院
規
則
九
―
八
〇
（
扶
養
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
八
〇
（
扶
養
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
九
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

第
一
条
の
二

給
与
法
第
十
一
条
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
以
上
で
あ
る
も
の
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三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
十
級
以
上
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
以
上
で
あ
る
も
の

五

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
る
も
の

六

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
る
も
の

七

医
療
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
以
上
で
あ
る
も
の

八

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
以
上
で
あ
る
も
の

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
八
級
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

第
二
条
の
二

給
与
法
第
十
一
条
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
る
も
の

三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
る
も
の
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五

海
事
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
る
も
の

六

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
も
の

七

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
る
も
の

八

医
療
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
る
も
の

九

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
る
も
の

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え
）

２

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
中
「
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十

号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
す
る
。

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
八
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

３

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
三
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
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す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
六
級
以
上
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
以
上
で
あ
る
も
の

三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
以
上
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
以
上
で
あ
る
も
の

五

海
事
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
る
も
の

六

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
以
上
で
あ
る
も
の

七

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五
級
以
上
で
あ
る
も
の

八

医
療
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
以
上
で
あ
る
も
の

九

医
療
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
る
も
の

十

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○

人
事
院
規
則
九
―
八
〇
―
五

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
同
上
）

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
九
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

第
一
条
の
二

給
与
法
第
十
一
条
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職

（
新
設
）

員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九

級
以
上
で
あ
る
も
の

三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

十
級
以
上
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

九
級
以
上
で
あ
る
も
の

五

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

五
級
で
あ
る
も
の

六

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
六

級
で
あ
る
も
の

七

医
療
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

四
級
以
上
で
あ
る
も
の

八

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務

の
級
が
三
級
以
上
で
あ
る
も
の
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第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
同
上
）

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
八
級
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

第
二
条
の
二

給
与
法
第
十
一
条
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職

（
新
設
）

員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
六
級
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八

級
で
あ
る
も
の

三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

九
級
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

八
級
で
あ
る
も
の

五

海
事
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
で
あ
る
も
の

六

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

四
級
で
あ
る
も
の

七

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五

級
で
あ
る
も
の

八

医
療
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

八
級
で
あ
る
も
の

九

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務

の
級
が
二
級
で
あ
る
も
の

第
三
条
～
第
六
条

（
略
）

第
三
条
～
第
六
条

（
同
上
）

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

26



１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の

読
替
え
）

２

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

（
新
設
）

で
の
間
は
、
第
三
条
中
「
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
す

る
。

（
行
政
職
俸
給
表
㈠
の
八
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員
）

３

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

（
新
設
）

律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
第
三
項
の
人
事
院
規
則

で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

専
門
行
政
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級

が
六
級
以
上
で
あ
る
も
の

二

税
務
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
八

級
以
上
で
あ
る
も
の

三

公
安
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

九
級
以
上
で
あ
る
も
の

四

公
安
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

八
級
以
上
で
あ
る
も
の

五

海
事
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

七
級
で
あ
る
も
の

六

教
育
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
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四
級
以
上
で
あ
る
も
の

七

研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五

級
以
上
で
あ
る
も
の

八

医
療
職
俸
給
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

四
級
以
上
で
あ
る
も
の

九

医
療
職
俸
給
表
㈡
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が

八
級
で
あ
る
も
の

十

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務

の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
九
三
（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
九
三
―
三

人
事
院
規
則
九
―
九
三
（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
九
三
（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
イ
中
「
三
級
」
を
「
三
級
及
び
四
級
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○

人
事
院
規
則
九
―
九
三
―
三

新
旧
対
照
表

改

正

後

改

正

前

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
額
等
）

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
額
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
同
上
）

２

給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
第
一
号
イ
の
人
事
院
規
則
で
定

２

給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
第
一
号
イ
の
人
事
院
規
則
で
定

め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
同
上
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職

務
の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
当
該
職
員
の

務
の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の

次
に
掲
げ
る
当
該
職
員
の

属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

三
級
及
び
四
級

一
万
二
千
円

イ

三
級

一
万
二
千
円

ロ

（
略
）

ロ

（
同
上
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
同
上
）
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の

一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
―
二
八

人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

第
一
条

人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
三
、
六
〇
〇
円
」
を
「
四
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
三
〇

〇
円
」
を
「
五
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一

一
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
六
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。

第
二
条

人
事
院
規
則
九
―
一
二
三
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
六
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
四
〇
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〇
円
」
を
「
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一

四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
四
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
九
―
一
二
三
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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○

人
事
院
規
則
九
─
一
二
三
―
二
八

新
旧
対
照
表
（
第
一
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

別
表
（
第
五
条
、
第
六
条
関
係
）

別
表
（
第
五
条
、
第
六
条
関
係
）

俸
給
表
及
び
職
務
の
級

相
当
す

再
任
用
職
員
以
外

再
任
用
職
員
の
月

俸
給
表
及
び
職
務
の
級

相
当
す

再
任
用
職
員
以
外

再
任
用
職
員
の
月

る
職
務

の
職
員
の
月
額

額

る
職
務

の
職
員
の
月
額

額

の
級

の
級

行
政
職
俸
給

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

行
政
職
俸
給

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

表
㈠

表
㈠

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

三

級

一
一
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

専
門
行
政
職

一

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

専
門
行
政
職

一

級

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

俸
給
表

俸
給
表

二

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

二

級

三

級

一
一
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

三

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

三

級

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

税
務
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

税
務
職
俸
給

一

級

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

表

表
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二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

二

級

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

三

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

三

級

三

級

一
一
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

四

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

四

級

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

表
㈠

表
㈠

二

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

二

級

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

三

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

三

級

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

四

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

四

級

三

級

一
一
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

五

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

五

級

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

表
㈡

表
㈡

二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

二

級

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

三

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

三

級

三

級

一
一
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

四

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

四

級

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(
同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）
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研
究
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

研
究
職
俸
給

一

級

一

級

三
、
六
〇
〇
円

三
、
六
〇
〇
円

表

表

二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

二

級

二

級

四
、
四
〇
〇
円

四
、
三
〇
〇
円

三

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

三

級

四

級

一
四
、
八
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）
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○

人
事
院
規
則
九
─
一
二
三
―
二
八

新
旧
対
照
表
（
第
二
条
関
係
）

改

正

後

改

正

前

別
表
（
第
五
条
、
第
六
条
関
係
）

別
表
（
第
五
条
、
第
六
条
関
係
）

俸
給
表
及
び
職
務
の
級

相
当
す

再
任
用
職
員
以
外

再
任
用
職
員
の
月

俸
給
表
及
び
職
務
の
級

相
当
す

再
任
用
職
員
以
外

再
任
用
職
員
の
月

る
職
務

の
職
員
の
月
額

額

る
職
務

の
職
員
の
月
額

額

の
級

の
級

行
政
職
俸
給

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

行
政
職
俸
給

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

表
㈠

表
㈠

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

三

級

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
二
〇
〇
円

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

専
門
行
政
職

一

級

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

専
門
行
政
職

一

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

俸
給
表

俸
給
表

二

級

三

級

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
二
〇
〇
円

二

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

三

級

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

三

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

税
務
職
俸
給

一

級

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

税
務
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

表

表
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二

級

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

三

級

三

級

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
二
〇
〇
円

三

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

四

級

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

四

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

表
㈠

表
㈠

二

級

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

二

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

三

級

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

三

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

四

級

三

級

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
二
〇
〇
円

四

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

五

級

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

五

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

公
安
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

表
㈡

表
㈡

二

級

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

三

級

三

級

一
六
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
二
〇
〇
円

三

級

三

級

一
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

四

級

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

四

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(
同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）
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研
究
職
俸
給

一

級

一

級

六
、
三
〇
〇
円

六
、
三
〇
〇
円

研
究
職
俸
給

一

級

一

級

四
、
五
〇
〇
円

四
、
五
〇
〇
円

表

表

二

級

二

級

七
、
七
〇
〇
円

七
、
五
〇
〇
円

二

級

二

級

五
、
五
〇
〇
円

五
、
四
〇
〇
円

三

級

四

級

二
〇
、
三
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

三

級

四

級

一
六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
六
〇
〇
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(

同
上)

(

同
上)

（
同
上
）

（
同
上
）
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
に
基

づ
き
、
人
事
院
規
則
九
―
五
四
（
住
居
手
当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
九
―
五
四
―
七

人
事
院
規
則
九
―
五
四
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
―
五
四
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え
）

第
十
一
条

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
二
号
中
「
給
与
法
第
十

一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八

年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
す
る
。

附

則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○

人
事
院
規
則
九
―
五
四
（
住
居
手
当
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
条
～
第
十
条

（
略
）

第
一
条
～
第
十
条

（
同
上
）

（
平
成
二
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の

読
替
え
）

第
十
一
条

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

（
新
設
）

一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
二
号
中
「
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
給
与
法
第
十
一
条
の
二
第

一
項
」
と
す
る
。
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給 実 甲 第 １ ２ １ ６ 号

平成２８年１１月２４日

人 事 院 事 務 総 長

給実甲第２２０号の一部改正について（通知）

給実甲第２２０号（期末手当及び勤勉手当の支給について）の一部を下記のと

おり改正したので、平成２８年１１月２４日（第２項による改正については、平

成２９年４月１日）以降は、これによってください。

記

１ 第４０項第１号⑴中「１００分の８０」を「１００分の９０」に改め、同号

⑵中「１００分の１００」を「１００分の１１０」に改め、同項第２号⑴中「

１００分の３７．５」を「１００分の４２．５」に改め、同号⑵中「１００分

の４７．５」を「１００分の５２．５」に改める。

第４１項第１号中「１００分の８７．５」を「１００分の９７．５」に改め

、同項第２号中「１００分の４５」を「１００分の５０」に改める。

２ 第４０項第１号⑴中「１００分の９０」を「１００分の８５」に改め、同号

⑵中「１００分の１１０」を「１００分の１０５」に改め、同項第２号⑴中「

１００分の４２．５」を「１００分の４０」に改め、同号⑵中「１００分の５

２．５」を「１００分の５０」に改める。

第４１項第１号中「１００分の９７．５」を「１００分の９２．５」に改め
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、同項第２号中「１００分の５０」を「１００分の４７．５」に改める。

以 上
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給実甲第２２０号 新旧対照表（給実甲第１２１６号第１項関係）

改 正 後 改 正 前

40 各庁の長は、規則第１３条第１項及び第１３条 40 （同左）

の２第１項の規定により職員（指定職俸給表の適

用を受ける職員を除く。）の成績率を定めるに当

たっては、次の各号に掲げる職員の区分ごとの勤

勉手当の額の総額が当該各号に定める額を超えな

い範囲内で定めるものとする。ただし、これによ

ることが著しく困難であると認められる特別の事

情がある場合には、各庁の長は、これらの規定及

びこの項の規定の趣旨に照らし合理的に必要と認

められる範囲内において、別段の取扱いをするこ

とができる。

一 再任用職員以外の職員 次に掲げる職員の区 一 再任用職員以外の職員 次に掲げる職員の区

分に応じ、それぞれ次に定める額 分に応じ、それぞれ次に定める額

⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁 ⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁

の長に所属する給与法第１９条の７第１項の の長に所属する給与法第１９条の７第１項の

職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに 職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に同条 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に同条

第２項第１号イに規定するそれぞれの月額の 第２項第１号イに規定するそれぞれの月額の

合計額を加算した額に１００分の９０を乗じ 合計額を加算した額に１００分の８０を乗じ

て得た額の総額 て得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属 ⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属

する給与法第１９条の７第１項の職員（特定 する給与法第１９条の７第１項の職員（特定

管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ 管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ

当該職員の勤勉手当基礎額に同条第２項第１ 当該職員の勤勉手当基礎額に同条第２項第１

号イに規定するそれぞれの月額の合計額を加 号イに規定するそれぞれの月額の合計額を加

算した額に１００分の１１０を乗じて得た額 算した額に１００分の１００を乗じて得た額

の総額 の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

二 再任用職員 次に掲げる職員の区分に応じ、 二 再任用職員 次に掲げる職員の区分に応じ、

それぞれ次に定める額 それぞれ次に定める額

⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁 ⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁

の長に所属する給与法第１９条の７第１項の の長に所属する給与法第１９条の７第１項の

職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに 職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１０ 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１０

44



０分の４２．５を乗じて得た額の総額 ０分の３７．５を乗じて得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属 ⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属

する給与法第１９条の７第１項の職員（特定 する給与法第１９条の７第１項の職員（特定

管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ 管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ

当該職員の勤勉手当基礎額に１００分の５２ 当該職員の勤勉手当基礎額に１００分の４７

．５を乗じて得た額の総額 ．５を乗じて得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

41 各庁の長は、規則第１３条第１項及び第１３条 41 （同左）

の２第１項の規定により指定職俸給表の適用を受

ける職員の成績率を定めるに当たっては、次の各

号に掲げる職員の区分ごとの勤勉手当の額の総額

が当該各号に定める額を超えない範囲内で定める

ものとする。ただし、各庁の長は、第１号⑴若し

くは⑵又は第２号⑴若しくは⑵に掲げる職員のい

ずれかが著しく少数であること等の事情により、

これによることが著しく困難であると認められる

特別の事情がある場合には、これらの規定及びこ

の項の規定の趣旨に照らし合理的に必要と認めら

れる範囲内において、別段の取扱いをすることが

できる。この場合において、各庁の長は、その内

容を事務総長に報告するものとする。

一 再任用職員以外の職員 次に掲げる各庁の長 一 再任用職員以外の職員 次に掲げる各庁の長

に所属する給与法第１９条の７第１項の職員の に所属する給与法第１９条の７第１項の職員の

区分ごとに、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎 区分ごとに、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎

額に１００分の９７．５を乗じて得た額の総額 額に１００分の８７．５を乗じて得た額の総額

⑴ ⑵に掲げる職員以外の職員 ⑴ （同左）

⑵ 国家行政組織法第８条の２に規定する施設 ⑵ （同左）

等機関及び同法第９条に規定する地方支分部

局並びにこれらに相当する組織に勤務する職

員

二 再任用職員 次に掲げる各庁の長に所属する 二 再任用職員 次に掲げる各庁の長に所属する

給与法第１９条の７第１項の職員の区分ごとに 給与法第１９条の７第１項の職員の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１００ 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１００

分の５０を乗じて得た額の総額 分の４５を乗じて得た額の総額

⑴ ⑵に掲げる職員以外の職員 ⑴ （同左）

⑵ 国家行政組織法第８条の２に規定する施設 ⑵ （同左）

等機関及び同法第９条に規定する地方支分部

局並びにこれらに相当する組織に勤務する職

員
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給実甲第２２０号 新旧対照表（給実甲第１２１６号第２項関係）

改 正 後 改 正 前

40 各庁の長は、規則第１３条第１項及び第１３条 40 （同左）

の２第１項の規定により職員（指定職俸給表の適

用を受ける職員を除く。）の成績率を定めるに当

たっては、次の各号に掲げる職員の区分ごとの勤

勉手当の額の総額が当該各号に定める額を超えな

い範囲内で定めるものとする。ただし、これによ

ることが著しく困難であると認められる特別の事

情がある場合には、各庁の長は、これらの規定及

びこの項の規定の趣旨に照らし合理的に必要と認

められる範囲内において、別段の取扱いをするこ

とができる。

一 再任用職員以外の職員 次に掲げる職員の区 一 再任用職員以外の職員 次に掲げる職員の区

分に応じ、それぞれ次に定める額 分に応じ、それぞれ次に定める額

⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁 ⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁

の長に所属する給与法第１９条の７第１項の の長に所属する給与法第１９条の７第１項の

職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに 職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に同条 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に同条

第２項第１号イに規定するそれぞれの月額の 第２項第１号イに規定するそれぞれの月額の

合計額を加算した額に１００分の８５を乗じ 合計額を加算した額に１００分の９０を乗じ

て得た額の総額 て得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属 ⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属

する給与法第１９条の７第１項の職員（特定 する給与法第１９条の７第１項の職員（特定

管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ 管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ

当該職員の勤勉手当基礎額に同条第２項第１ 当該職員の勤勉手当基礎額に同条第２項第１

号イに規定するそれぞれの月額の合計額を加 号イに規定するそれぞれの月額の合計額を加

算した額に１００分の１０５を乗じて得た額 算した額に１００分の１１０を乗じて得た額

の総額 の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

二 再任用職員 次に掲げる職員の区分に応じ、 二 再任用職員 次に掲げる職員の区分に応じ、

それぞれ次に定める額 それぞれ次に定める額

⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁 ⑴ 特定管理職員以外の職員 次に掲げる各庁

の長に所属する給与法第１９条の７第１項の の長に所属する給与法第１９条の７第１項の

職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに 職員（特定管理職員を除く。）の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１０ 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１０
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０分の４０を乗じて得た額の総額 ０分の４２．５を乗じて得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属 ⑵ 特定管理職員 次に掲げる各庁の長に所属

する給与法第１９条の７第１項の職員（特定 する給与法第１９条の７第１項の職員（特定

管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ 管理職員に限る。）の区分ごとに、それぞれ

当該職員の勤勉手当基礎額に１００分の５０ 当該職員の勤勉手当基礎額に１００分の５２

を乗じて得た額の総額 ．５を乗じて得た額の総額

ア イに掲げる職員以外の職員 ア （同左）

イ 専門スタッフ職俸給表の適用を受ける職 イ （同左）

員

41 各庁の長は、規則第１３条第１項及び第１３条 41 （同左）

の２第１項の規定により指定職俸給表の適用を受

ける職員の成績率を定めるに当たっては、次の各

号に掲げる職員の区分ごとの勤勉手当の額の総額

が当該各号に定める額を超えない範囲内で定める

ものとする。ただし、各庁の長は、第１号⑴若し

くは⑵又は第２号⑴若しくは⑵に掲げる職員のい

ずれかが著しく少数であること等の事情により、

これによることが著しく困難であると認められる

特別の事情がある場合には、これらの規定及びこ

の項の規定の趣旨に照らし合理的に必要と認めら

れる範囲内において、別段の取扱いをすることが

できる。この場合において、各庁の長は、その内

容を事務総長に報告するものとする。

一 再任用職員以外の職員 次に掲げる各庁の長 一 再任用職員以外の職員 次に掲げる各庁の長

に所属する給与法第１９条の７第１項の職員の に所属する給与法第１９条の７第１項の職員の

区分ごとに、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎 区分ごとに、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎

額に１００分の９２．５を乗じて得た額の総額 額に１００分の９７．５を乗じて得た額の総額

⑴ ⑵に掲げる職員以外の職員 ⑴ （同左）

⑵ 国家行政組織法第８条の２に規定する施設 ⑵ （同左）

等機関及び同法第９条に規定する地方支分部

局並びにこれらに相当する組織に勤務する職

員

二 再任用職員 次に掲げる各庁の長に所属する 二 再任用職員 次に掲げる各庁の長に所属する

給与法第１９条の７第１項の職員の区分ごとに 給与法第１９条の７第１項の職員の区分ごとに

、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１００ 、それぞれ当該職員の勤勉手当基礎額に１００

分の４７．５を乗じて得た額の総額 分の５０を乗じて得た額の総額

⑴ ⑵に掲げる職員以外の職員 ⑴ （同左）

⑵ 国家行政組織法第８条の２に規定する施設 ⑵ （同左）

等機関及び同法第９条に規定する地方支分部

局並びにこれらに相当する組織に勤務する職

員
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給 実 甲 第 １ ２ １ ７ 号

平成２８年１１月２４日

人 事 院 事 務 総 長

給実甲第５８０号の一部改正について（通知）

給実甲第５８０号（扶養手当の運用について）の一部を下記のとおり改正した

ので、平成２９年４月１日以降は、これによってください。

記

給与法第１１条及び規則第２条関係第２項中「及び第４号並びに同条第４項」

を「、第３号及び第５号並びに第４項」に、「同条第２項第３号」を「同条第２

項第４号」に改め、同関係第３項中「第１１条第２項第５号」を「第１１条第２

項第６号」に改める。

給与法第１１条の２及び規則第３条関係第１項中「そ及して」を「遡及して」

に改め、「第１１条の２第１項第２号」の次に「（一般職の職員の給与に関する

法律等の一部を改正する法律（平成２８年法律第８０号。以下「平成２８年改正

法という。）附則第３条の規定により読み替えて適用する場合を含む。以下同じ。

）」を加え、同関係第３項中「第１１条の２第２項」の次に「（平成２８年改正

法附則第３条の規定により読み替えて適用する場合を含む。以下同じ。）」を加

え、同関係第５項中「同条第３項」を「同条第３項第７号」に、「よつて」を「

よって」に改め、「又は第３項」の次に「（平成２８年改正法附則第３条の規定
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により読み替えて適用する場合を含む。）」を加える。

以 上
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給実甲第５８０号 新旧対照表（給実甲第１２１７関係）

改 正 後 改 正 前

給与法第１１条及び規則第２条関係 給与法第１１条及び規則第２条関係

１ （略） １ （略）

２ 一般職の職員の給与に関する法律（昭和 ２ 一般職の職員の給与に関する法律（昭和

２５年法律第９５号。以下「給与法」とい ２５年法律第９５号。以下「給与法」とい

う。）第１１条第２項第２号、第３号及び う。）第１１条第２項第２号及び第４号並

第５号並びに第４項の「満２２歳に達する びに同条第４項の「満２２歳に達する日」

日」並びに同項の「満１５歳に達する日」 並びに同項の「満１５歳に達する日」とは

とはそれぞれ満２２歳及び満１５歳の誕生 それぞれ満２２歳及び満１５歳の誕生日の

日の前日をいい、同条第２項第４号の「満 前日をいい、同条第２項第３号の「満６０

６０歳以上」とは満６０歳の誕生日以後で 歳以上」とは満６０歳の誕生日以後である

あることをいう。 ことをいう。

３ 給与法第１１条第２項第６号の「重度心 ３ 給与法第１１条第２項第５号の「重度心

身障害者」とは、心身の障害の程度が終身 身障害者」とは、心身の障害の程度が終身

労務に服することができない程度である者 労務に服することができない程度である者

をいう。 をいう。

４～６ （略） ４～６ （略）

給与法第１１条の２及び規則第３条関係 給与法第１１条の２及び規則第３条関係

１ 職員の扶養親族として認定されている者 １ 職員の扶養親族として認定されている者

が、遡及して規則第２条各号に該当するこ が、そ及して規則第２条各号に該当するこ

ととなったために扶養親族たる要件を欠く ととなったために扶養親族たる要件を欠く

に至る場合の、職員に給与法第１１条の２ に至る場合の、職員に給与法第１１条の２

第１項第２号（一般職の職員の給与に関す 第１項第２号に掲げる事実が生じた日とは

る法律等の一部を改正する法律（平成２８ 、職員又は当該扶養親族がその事実の生じ

年法律第８０号。以下「平成２８年改正法 たことを了知し得べきこととなった日（年

という。）附則第３条の規定により読み替 金の額をそ及して改定する旨の通知を同居

えて適用する場合を含む。以下同じ。）に の家族が受領した日等を含む。）をさすも

掲げる事実が生じた日とは、職員又は当該 のとする。

扶養親族がその事実の生じたことを了知し

得べきこととなった日（年金の額を遡及し

て改定する旨の通知を同居の家族が受領し

た日等を含む。）をさすものとする。

２ （略） ２ （略）

３ 給与法第１１条の２第２項（平成２８年 ３ 給与法第１１条の２第２項の「届出を受

改正法附則第３条の規定により読み替えて 理した日」とは、届出を受け付けた日をさ

適用する場合を含む。以下同じ。）の「届 すものとする。ただし、職員が遠隔又は交

出を受理した日」とは、届出を受け付けた 通不便の地にあるため届出書類の送達に時

日をさすものとする。ただし、職員が遠隔 日を要する場合にあっては、職員が届出書

又は交通不便の地にあるため届出書類の送 類を実際に発送した日を「届出を受理した

達に時日を要する場合にあっては、職員が 日」とみなして取り扱うことができる。
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届出書類を実際に発送した日を「届出を受

理した日」とみなして取り扱うことができ

る。

４ （略） ４ （略）

５ 給与法第１１条の２第１項第２号の「満 ５ 給与法第１１条の２第１項第２号の「満

２２歳に達した日以後の最初の３月３１日 ２２歳に達した日以後の最初の３月３１日

の経過により、扶養親族たる要件を欠くに の経過により、扶養親族たる要件を欠くに

至つた場合」及び同条第３項第７号の「特 至つた場合」及び同条第３項の「特定期間

定期間にある子でなかつた者が特定期間に にある子でなかつた者が特定期間にある子

ある子となつた場合」については、扶養手 となつた場合」については、扶養手当認定

当認定簿に記載された当該扶養親族の生年 簿に記載された当該扶養親族の生年月日に

月日によって当該事実を確認し、同条第２ よつて当該事実を確認し、同条第２項又は

項又は第３項（平成２８年改正法附則第３ 第３項の規定に従い、扶養手当の月額を認

条の規定により読み替えて適用する場合を 定するものとする。この認定に係る扶養手

含む。）の規定に従い、扶養手当の月額を 当の支給に関する事項は、当該扶養手当認

認定するものとする。この認定に係る扶養 定簿に記載するものとする。

手当の支給に関する事項は、当該扶養手当

認定簿に記載するものとする。
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給 ３ － １ ０ ９

平成２８年１１月２４日

各府省給与担当課長 殿

人事院事務総局給与局

給 与 第 三 課 長

再任用職員の勤勉手当の成績率の決定に係る業績評価の取扱いについて（通知）

今般、人事院規則９－４０（期末手当及び勤勉手当）の一部改正が行われ、再任用

職員の勤勉手当については 「優秀」適用者の成績率を「良好（標準 」適用者の成、 ）

績率よりも一定程度高いものとなるよう改正を行いました。その運用に当たっては、

下記の事項に留意してください。

記

国家公務員法（昭和22年法律第120号）第81条の４第１項又は第81条の５第１項の

規定により採用された職員（以下「再任用職員」という ）の採用された日以後にお。

ける最初の勤勉手当の成績率を決定する場合において 当該職員の直近の業績評価 ６、 （

月期の勤勉手当にあっては前年10月１日から当年３月31日までの期間を、12月期の勤

勉手当にあっては当年４月１日から９月30日までの期間を評価期間とする業績評価の

ことをいう ）が、再任用職員以外の職員としての業績評価であるときも、当該業績。

評価の結果を活用する。

以 上
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事 務 連 絡

平成２８年１１月２４日

各府省給与担当課長補佐 殿

人事院事務総局給与局

給与第三課長補佐（手当第一班）

人事院規則９－６（俸給の調整額）の調整基本額について

人事院規則９－６（俸給の調整額）第１条第２項の「その額が俸給月額の１０

０分の４．５を超えるときは、俸給月額の１００分の４．５に相当する額とし、

その額に１円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てた額」は、平成２８

年４月１日以降別添のとおりとなりますので、念のため通知いたします。

以 上
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別 添

行政職俸給表（一）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 6,372円

２号俸 6,421円

３号俸 6,475円

４号俸 6,525円

５号俸 6,574円

２ 級 １号俸のうち、 8,221円

給与法別表第一

イの備考㈡に定

める職員

行政職俸給表（二）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 5,755円

２号俸 5,796円

３号俸 5,841円

４号俸 5,881円

５号俸 5,926円

６号俸 5,971円
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専門行政職俸給表

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 7,317円

２号俸 7,393円

３号俸 7,470円

４号俸 7,546円

５号俸 7,618円

６号俸 7,731円

７号俸 7,839円

８号俸 7,947円

９号俸 8,046円

10号俸 8,122円

11号俸 8,199円

12号俸 8,275円

13号俸 8,352円

14号俸 8,433円

17号俸のうち、 8,271円

給与法別表第二

の備考㈡に定め

る職員

公安職俸給表（二）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 7,110円

２号俸 7,182円

３号俸 7,258円

55



教育職俸給表（一）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 9,526円

２号俸 9,630円

３号俸 9,729円

４号俸 9,828円

５号俸 9,922円

６号俸 10,021円

７号俸 10,120円

８号俸 10,215円

９号俸 10,318円

10号俸 10,426円
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教育職俸給表（二）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 8,019円

２号俸 8,136円

３号俸 8,253円

４号俸 8,374円

５号俸 8,496円

６号俸 8,622円

７号俸 8,748円

８号俸 8,878円

９号俸 9,009円

10号俸 9,144円

２ 級 １号俸 9,585円

２号俸 9,679円

３号俸 9,774円

４号俸 9,868円

５号俸 9,954円

６号俸 10,048円

７号俸 10,143円

８号俸 10,233円

９号俸 10,332円

10号俸 10,440円

11号俸 10,548円

12号俸 10,656円

13号俸 10,755円

14号俸 10,858円

15号俸 10,962円

16号俸 11,065円

17号俸 11,169円

57



研究職俸給表

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 6,376円

２号俸 6,426円

３号俸 6,480円

４号俸 6,529円

５号俸 6,579円

６号俸 6,637円

７号俸 6,696円

８号俸 6,754円

９号俸 6,804円

10号俸 6,880円

11号俸 6,952円

12号俸 7,024円

13号俸 7,092円

14号俸 7,177円

15号俸 7,263円

16号俸 7,353円

17号俸 7,434円

18号俸 7,533円

19号俸 7,632円

20号俸 7,726円

21号俸 7,825円

22号俸 7,933円

２ 級 １号俸 8,613円

２号俸 8,730円

３号俸 8,838円

４号俸 8,946円

５号俸 9,058円

６号俸 9,162円

７号俸 9,265円
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医療職俸給表（三）

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 7,204円

２号俸 7,267円

３号俸 7,335円

４号俸 7,398円

５号俸 7,465円

６号俸 7,533円

７号俸 7,600円

８号俸 7,668円

９号俸 7,726円

10号俸 7,803円

11号俸 7,875円

12号俸 7,947円

13号俸 8,014円

２ 級 １号俸 8,442円

２号俸 8,536円

３号俸 8,631円

４号俸 8,721円

５号俸 8,815円

６号俸 8,919円

７号俸 9,022円

８号俸 9,126円

９号俸 9,234円

10号俸 9,297円

11号俸 9,360円
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福祉職俸給表

職務の級 号 俸 調 整 基 本 額

１ 級 １号俸 6,975円

２号俸 7,029円

３号俸 7,083円

４号俸 7,137円

５号俸 7,182円

６号俸 7,249円

７号俸 7,312円

８号俸 7,375円

９号俸 7,434円

10号俸 7,497円

11号俸 7,560円

12号俸 7,627円

13号俸 7,695円

14号俸 7,762円

２ 級 １号俸 9,238円
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◯再任用職員以外の職員

H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期

(以下) 160/100 180/100 200/100 220/100 172/100 194/100 234/100 259/100

(以上) 99/100 112/100 125/100 138/100 111/100 126/100 159/100 177/100

(未満) 99/100 112/100 125/100 138/100 111/100 126/100 159/100 177/100

(以上) 88/100 99.5/100 111/100 122.5/100 91.5/100 104/100 123/100 137/100

80/100 90/100 100/100 110/100 80/100 90/100 100/100 110/100

77/100 87/100 97/100 107/100 72/100 82/100 87/100 97/100

良好でない (未満) 77/100 87/100 97/100 107/100 72/100 82/100 87/100 97/100

(未満) 70.5/100 70.5/100 90.5/100 90.5/100 65.5/100 65.5/100 80.5/100 80.5/100

(超) 60/100 60/100 75/100 75/100 54.5/100 54.5/100 64.5/100 64.5/100

戒告 (以下) 60/100 60/100 75/100 75/100 54.5/100 54.5/100 64.5/100 64.5/100

減給 (以下) 49.5/100 49.5/100 53/100 53/100 44/100 44/100 44/100 44/100

停職 (以下) 39/100 39/100 32.5/100 32.5/100 33.5/100 33.5/100 22.5/100 22.5/100

◯再任用職員

H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期

(超)/(以上) 37.5/100 44.5/100 47.5/100 54.5/100 40.5/100 48/100 56.5/100 63/100

37.5/100 42.5/100 47.5/100 52.5/100 37.5/100 42.5/100 47.5/100 52.5/100

37.5/100 41/100 47.5/100 51/100 35.5/100 39/100 42.5/100 46/100

(未満) 37.5/100 41/100 47.5/100 51/100 35.5/100 39/100 42.5/100 46/100

(未満) 37.5/100 37.5/100 47.5/100 47.5/100 35.5/100 35.5/100 42.5/100 42.5/100

(超) 32/100 32/100 37/100 37/100 30/100 30/100 32/100 32/100

戒告 (以下) 32/100 32/100 37/100 37/100 30/100 30/100 32/100 32/100

減給 (以下) 27/100 27/100 26.5/100 26.5/100 25.5/100 25.5/100 22/100 22/100

停職 (以下) 21.5/100 21.5/100 16/100 16/100 19.5/100 19.5/100 10.5/100 10.5/100

◯指定職職員

H28.6期 H28.12期 H28.6期 H28.12期

優秀 (以下) 175/100 195/100 ― ―

(以上)/(超) 95/100 106.5/100 45/100 52/100

事務次官 87.5/100 97.5/100 45/100 50/100

87.5/100 97.5/100 45/100 50/100

82.5/100 92.5/100 45/100 48.5/100

良好でない (未満) 82.5/100 92.5/100 45/100 48.5/100

(未満) 77.5/100 77.5/100 45/100 45/100

(超) 62/100 62/100 35/100 35/100

戒告 (以下) 62/100 62/100 35/100 35/100

減給 (以下) 42/100 42/100 25/100 25/100

停職 (以下) 21/100 21/100 15/100 15/100

勤勉手当に係る成績率（平成28年12月期）

特に優秀

優秀

予算月数

良好

専門スタッフ職職員以外 専門スタッフ職職員

一般職員 特定管理職員 一般職員 特定管理職員

矯正措置

専門スタッフ職職員以外 専門スタッフ職職員

一般職員 特定管理職員 一般職員 特定管理職員

優秀

予算月数

良好

良好でない

矯正措置

再任用職員以外 再任用職員

予算月数

良好

矯正措置
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◯再任用職員以外の職員

H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期

(以下) 180/100 170/100 220/100 210/100 194/100 184/100 259/100 247/100

(以上) 112/100 105/100 138/100 131/100 126/100 119/100 177/100 168/100

(未満) 112/100 105/100 138/100 131/100 126/100 119/100 177/100 168/100

(以上) 99.5/100 93.5/100 122.5/100 116.5/100 104/100 98/100 137/100 130/100

90/100 85/100 110/100 105/100 90/100 85/100 110/100 105/100

87/100 82/100 107/100 102/100 82/100 77/100 97/100 92/100

良好でない (未満) 87/100 82/100 107/100 102/100 82/100 77/100 97/100 92/100

(未満) 70.5/100 70.5/100 90.5/100 90.5/100 65.5/100 65.5/100 80.5/100 80.5/100

(超) 60/100 60/100 75/100 75/100 54.5/100 54.5/100 64.5/100 64.5/100

戒告 (以下) 60/100 60/100 75/100 75/100 54.5/100 54.5/100 64.5/100 64.5/100

減給 (以下) 49.5/100 49.5/100 53/100 53/100 44/100 44/100 44/100 44/100

停職 (以下) 39/100 39/100 32.5/100 32.5/100 33.5/100 33.5/100 22.5/100 22.5/100

◯再任用職員

H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期

(以上) 44.5/100 42/100 54.5/100 52/100 48/100 45/100 63/100 59.5/100

42.5/100 40/100 52.5/100 50/100 42.5/100 40/100 52.5/100 50/100

41/100 38.5/100 51/100 48.5/100 39/100 36.5/100 46/100 43.5/100

(未満) 41/100 38.5/100 51/100 48.5/100 39/100 36.5/100 46/100 43.5/100

(未満) 37.5/100 37.5/100 47.5/100 47.5/100 35.5/100 35.5/100 42.5/100 42.5/100

(超) 32/100 32/100 37/100 37/100 30/100 30/100 32/100 32/100

戒告 (以下) 32/100 32/100 37/100 37/100 30/100 30/100 32/100 32/100

減給 (以下) 27/100 27/100 26.5/100 26.5/100 25.5/100 25.5/100 22/100 22/100

停職 (以下) 21.5/100 21.5/100 16/100 16/100 19.5/100 19.5/100 10.5/100 10.5/100

◯指定職職員

H28.12期 H29.6期 H28.12期 H29.6期

優秀 (以下) 195/100 185/100 ― ―

(以上) 106.5/100 101/100 52/100 49.5/100

事務次官 97.5/100 92.5/100 50/100 47.5/100

97.5/100 92.5/100 50/100 47.5/100

92.5/100 87.5/100 48.5/100 46/100

良好でない (未満) 92.5/100 87.5/100 48.5/100 46/100

(未満) 77.5/100 77.5/100 45/100 45/100

(超) 62/100 62/100 35/100 35/100

戒告 (以下) 62/100 62/100 35/100 35/100

減給 (以下) 42/100 42/100 25/100 25/100

停職 (以下) 21/100 21/100 15/100 15/100

勤勉手当に係る成績率（平成29年６月期以降）

特に優秀

優秀

予算月数

良好

専門スタッフ職職員以外 専門スタッフ職職員

一般職員 特定管理職員 一般職員 特定管理職員

矯正措置

専門スタッフ職職員以外 専門スタッフ職職員

一般職員 特定管理職員 一般職員 特定管理職員

優秀

予算月数

良好

良好でない

矯正措置

再任用職員以外 再任用職員

予算月数

良好

矯正措置

62



扶
養

手
当

の
見

直
し

に
関

す
る

給
与

法
・
人

事
院

規
則

の
改

正
に

つ
い

て

扶
養

手
当

の
手

当
額

等

○
手

当
額

（
給

与
法

第
1
1条

第
３

項
）

配
偶

者
：

6,
50

0円
（
行

㈠
８

級
職

員
等

は
3,

50
0円

）
子

：
１

人
に

つ
き

10
,0

00
円

父
母

等
：

１
人

に
つ

き
6,

50
0円

（
行

㈠
８

級
職

員
等

は
3,

50
0円

）

○
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
は

、
子

以
外

の
扶

養
親

族
に

係
る

手
当

は
支

給
し

な
い

（
給

与
法

第
1
1条

第
１

項
た

だ
し

書
）

○
配

偶
者

が
な

い
場

合
の

１
人

目
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
額

の
特

例
は

廃
止

※
扶

養
親

族
の

範
囲

（
給

与
法

第
11

条
第

２
項

）に
つ

い
て

は
変

更
な

し
（子

と
孫

は
号

を
分

け
て

規
定

）
、

特
定

年
齢

の
子

に
係

る
手

当
額

の
加

算
（＋

5,
00

0円
、

給
与

法
第

11
条

第
４

項
）
は

引
き

続
き

存
置

1

※
下

線
部

が
今

回
の

見
直

し
に

伴
う

変
更

点

63



＜
手

当
額

の
見

直
し

の
段

階
的

実
施

＞

手
当

額
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
受

給
者

へ
の

影
響

を
で

き
る

だ
け

少
な

く
す

る
観

点
か

ら
、

段
階

的
に

実
施

（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

～
第

３
項

で
必

要
な

読
替

え
を

規
定

）

→
平

成
29

年
度

に
お

い
て

は
、

配
偶

者
が

な
い

場
合

の
１

人
目

の
扶

養
親

族
に

係
る

特
例

あ
り

平
成

30
年

度
に

、
配

偶
者

に
係

る
手

当
額

が
6,

50
0円

、
子

に
係

る
手

当
額

が
10

,0
00

円
と

な
る

平
成

31
年

度
に

、
８

級
以

上
の

職
員

に
つ

い
て

子
以

外
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
額

が
3,

50
0円

と
な

る
平

成
32

年
度

に
、

９
級

以
上

の
職

員
に

つ
い

て
子

以
外

の
扶

養
親

族
に

係
る

手
当

が
不

支
給

と
な

る

（
※

）
平

成
29

年
度

に
お

い
て

、
配

偶
者

が
な

く
、

子
と

父
母

等
の

双
方

を
扶

養
す

る
場

合
に

は
、

子
を

１
人

目
の

扶
養

親
族

と
す

る
。

（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
給

与
法

第
11

条
第

３
項

）
2

現
行

平
成

2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
～

７
級

ま
で

1
3
,0

0
0

1
0
,0

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

８
級

1
3
,0

0
0

1
0
,0

0
0

6
,5

0
0

3
,5

0
0

3
,5

0
0

９
・
１

０
級

1
3
,0

0
0

1
0
,0

0
0

6
,5

0
0

3
,5

0
0

0

6
,5

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

７
級

ま
で

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

８
級

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

3
,5

0
0

3
,5

0
0

９
・
１

０
級

6
,5

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

3
,5

0
0

0

1
1
,0

0
0

1
0
,0

0
0
  

(※
）

７
級

ま
で

1
1
,0

0
0

9
,0

0
0
  

(※
）

８
級

1
1
,0

0
0

9
,0

0
0
  

(※
）

９
・
１

０
級

1
1
,0

0
0

9
,0

0
0
  

(※
）

－

(配
偶

者
が

あ
る

場
合

の
子

・
父

母
等

と
同

様
の

手
当

額
と

す
る

)

配
偶

者

子

父
母

等

配
偶

者
が

な
い

場
合

の
１

人
目

子

父
母

等
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＜
行

政
職

俸
給

表
㈠

８
級

及
び

９
・

10
級

に
相

当
す

る
級

＞

子
以

外
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
に

つ
い

て
、

不
支

給
と

す
る

行
㈠

９
級

及
び

1
0
級

に
相

当
す

る
級

、
手

当
額

を
3
,5

0
0
円

と
す

る
行

㈠
８

級
に

相
当

す
る

級
は

以
下

の
と

お
り

。
（
人

事
院

規
則

９
―

80
第

１
条

の
２

，
第

２
条

の
２

）

俸
給

表
行

㈠
８

級
相

当
（
配

偶
者

・
父

母
等

3,
50

0円
）

行
㈠

９
級

・
1
0
級

相
当

（
配

偶
者

・
父

母
等

不
支

給
）

専
門

行
政

職
俸

給
表

６
級

７
級

・
８

級

税
務

職
俸

給
表

８
級

９
級

・
１

０
級

公
安

職
俸

給
表

㈠
９

級
１

０
級

・
１

１
級

公
安

職
俸

給
表

㈡
８

級
９

級
・
１

０
級

海
事

職
俸

給
表

㈠
７

級
－

教
育

職
俸

給
表

㈠
４

級
５

級

研
究

職
俸

給
表

５
級

６
級

医
療

職
俸

給
表

㈠
－

４
級

・
５

級

医
療

職
俸

給
表

㈡
８

級
－

専
門

ス
タ

ッ
フ

職
俸

給
表

２
級

３
級

・
４

級

3
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扶
養

手
当

に
係

る
届

出

以
下

の
場

合
に

は
、

届
出

が
必

要
（
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
１

項
）

①
新

た
に

職
員

と
な

っ
た

者
に

扶
養

親
族

が
あ

る
場

合
（
行

㈠
９

級
以

上
等

に
採

用
さ

れ
た

場
合

は
、

配
偶

者
・父

母
等

に
係

る
届

出
は

不
要

）

③
新

た
に

扶
養

親
族

た
る

要
件

を
具

備
す

る
に

至
っ

た
者

が
あ

る
場

合
（
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

の
配

偶
者

・父
母

等
が

要
件

を
具

備
す

る
に

至
っ

た
場

合
は

除
く
。

）

②
行

㈠
９

級
等

か
ら

行
㈠

８
級

等
と

な
っ

た
場

合
で

、
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・父
母

等
が

あ
る

場
合

④
扶

養
親

族
た

る
要

件
を

欠
く
に

至
っ

た
者

が
あ

る
場

合
（
子

等
が

22
歳

に
達

し
た

こ
と

に
よ

り
要

件
を

欠
く
に

至
っ

た
場

合
、

行
㈠

９
級

以
上

職
員

等
の

配
偶

者
・
父

母
等

が
要

件
を

欠
く
に

至
っ

た
場

合
は

除
く
。

）

※
２

行
㈠

９
級

以
上

の
職

員
に

子
以

外
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
を

支
給

し
な

い
の

は
平

成
3
2
年

度
以

降
で

あ
る

た
め

、
平

成
3
1
年

度
ま

で
の

間
は

、
上

記
の

う
ち

、
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
は

適
用

さ
れ

な
い

。
（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

～
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
１

項
）

→
例

え
ば

、
行

㈠
９

級
の

職
員

で
あ

っ
て

も
、

配
偶

者
が

扶
養

親
族

た
る

要
件

を
満

た
せ

ば
届

出
が

必
要

※
１

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
配

偶
者

が
な

い
場

合
の

１
人

目
の

手
当

額
に

係
る

特
例

が
引

き
続

き
あ

る
た

め
、

同
特

例
に

関
連

す
る

届
出

（
例

：
特

例
を

受
け

て
い

た
職

員
が

配
偶

者
を

有
す

る
に

至
っ

た
場

合
の

届
出

）
は

現
行

と
同

様
に

必
要

（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
１

項
）

4

※
下

線
部

が
今

回
の

見
直

し
に

伴
う

変
更

点

66



※
行

㈠
９

級
以

上
の

職
員

に
子

以
外

の
扶

養
親

族
に

係
る

手
当

を
支

給
し

な
い

の
は

平
成

3
2
年

度
以

降
で

あ
る

た
め

、
平

成
3
1
年

度
ま

で
の

間
は

、
上

記
の

う
ち

、
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
は

適
用

さ
れ

な
い

。
（
改

正
法

附
則

第

３
条

第
１

項
～

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
ら

れ
た

給
与

法
第

1
1
条

の
２

第
２

項
）

→
例

え
ば

、
扶

養
親

族
の

な
い

行
㈠

９
級

職
員

が
、

要
件

を
具

備
す

る
配

偶
者

を
有

す
る

に
至

っ
た

場
合

は
支

給
開

始
5

扶
養

手
当

の
支

給
の

始
期

・
終

期

以
下

の
場

合
に

は
、

扶
養

手
当

の
支

給
を

開
始

（
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
２

項
）

①
新

た
に

職
員

と
な

っ
た

者
に

扶
養

親
族

が
あ

る
場

合
（行

㈠
９

級
以

上
等

に
採

用
さ

れ
た

場
合

は
、

扶
養

親
族

た
る

子
が

あ
る

場
合

の
み

）

②
行

㈠
９

級
等

か
ら

行
㈠

８
級

等
と

な
っ

た
場

合
で

、
扶

養
親

族
た

る
子

が
な

く
、

扶
養

親
族

た
る

配
偶

者
・
父

母
等

が
あ

る
場

合

③
扶

養
親

族
が

な
い

職
員

に
新

た
に

扶
養

親
族

た
る

要
件

を
具

備
す

る
に

至
っ

た
者

が
あ

る
場

合
（
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

は
、

扶
養

親
族

た
る

子
が

な
い

状
態

か
ら

、
新

た
に

扶
養

親
族

た
る

子
の

要
件

を
具

備
す

る
に

至
っ

た
者

が
あ

る
場

合
の

み
）

＜
支

給
の

開
始

時
期

＞

①
の

場
合

：
新

た
に

職
員

と
な

っ
た

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
か

ら
支

給
②

の
場

合
：
行

㈠
８

級
等

と
な

っ
た

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
か

ら
支

給
③

の
場

合
：
事

実
発

生
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

か
ら

支
給

※
届

出
が

こ
れ

ら
の

日
か

ら
1
5
日

経
過

後
に

な
さ

れ
た

と
き

は
、

届
出

を
受

理
し

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

か
ら

支
給

※
下

線
部

が
今

回
の

見
直

し
に

伴
う

変
更

点

67



6

以
下

の
場

合
に

は
、

扶
養

手
当

の
支

給
を

終
了

（
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
２

項
）

①
扶

養
手

当
を

受
け

て
い

る
職

員
が

離
職

又
は

死
亡

し
た

場
合

②
行

㈠
８

級
等

か
ら

行
㈠

９
級

等
と

な
っ

た
場

合
で

、
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・父
母

等
が

あ
り

、
扶

養
親

族
た

る
子

が
な

い
場

合

③
扶

養
手

当
を

受
け

て
い

る
職

員
の

扶
養

親
族

の
全

て
が

扶
養

親
族

た
る

要
件

を
欠

く
に

至
っ

た
場

合
（
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

は
、

扶
養

親
族

た
る

子
の

全
て

が
扶

養
親

族
た

る
要

件
を

欠
く
に

至
っ

た
場

合
）

＜
支

給
の

終
了

時
期

＞

①
の

場
合

：
離

職
又

は
死

亡
し

た
日

の
属

す
る

月
で

支
給

終
了

②
の

場
合

：
行

㈠
９

級
等

と
な

っ
た

日
の

属
す

る
月

で
支

給
終

了
③

の
場

合
：
事

実
発

生
日

の
属

す
る

月
で

支
給

終
了

※
行

㈠
９

級
以

上
の

職
員

に
子

以
外

の
扶

養
親

族
に

係
る

手
当

を
支

給
し

な
い

の
は

平
成

3
2
年

度
以

降
で

あ
る

た
め

、
平

成
3
1
年

度
ま

で
の

間
は

、
上

記
の

う
ち

、
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
は

適
用

さ
れ

な
い

。
（
改

正
法

附
則

第

３
条

第
１

項
～

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
ら

れ
た

給
与

法
第

1
1
条

の
２

第
２

項
）

→
例

え
ば

、
行

㈠
８

級
か

ら
９

級
と

な
っ

た
職

員
に

、
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

が
あ

れ
ば

、
支

給
は

終
了

し
な

い
。

※
下

線
部

が
今

回
の

見
直

し
に

伴
う

変
更

点

68



7

扶
養

手
当

の
手

当
額

の
改

定

以
下

の
場

合
に

は
、

扶
養

手
当

の
手

当
額

を
改

定
（
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
３

項
）

①
扶

養
手

当
を

受
け

て
い

る
職

員
に

新
た

に
扶

養
親

族
た

る
要

件
を

具
備

す
る

に
至

っ
た

者
が

あ
る

場
合

（
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

の
配

偶
者

・
父

母
等

が
要

件
を

具
備

す
る

に
至

っ
た

場
合

は
除

く
。

）

③
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・
父

母
等

と
、

扶
養

親
族

た
る

子
の

双
方

を
有

す
る

行
㈠

９
級

以
上

職
員

等
が

行
㈠

８
級

等
に

な
っ

た
場

合

＜
手

当
額

の
改

定
時

期
＞

①
～

⑦
の

事
実

発
生

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
か

ら
改

定

※
届

出
が

こ
れ

ら
の

日
か

ら
1
5
日

経
過

後
に

な
さ

れ
た

と
き

は
、

届
出

を
受

理
し

た
日

の
属

す
る

月
の

翌
月

か
ら

改
定

②
扶

養
手

当
を

受
け

て
い

る
職

員
の

扶
養

親
族

（
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
あ

っ
て

は
、

子
の

み
）
の

一
部

が
扶

養
親

族
た

る
要

件
を

欠
く
に

至
っ

た
場

合

④
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・
父

母
等

を
有

す
る

行
㈠

８
級

職
員

が
行

㈠
７

級
等

に
な

っ
た

場
合

⑤
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・
父

母
等

と
、

扶
養

親
族

た
る

子
の

双
方

を
有

す
る

行
㈠

８
級

職
員

が
行

㈠
９

級
等

に
な

っ
た

場
合

⑥
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

・
父

母
等

を
有

す
る

行
㈠

７
級

等
の

職
員

が
行

㈠
８

級
等

に
な

っ
た

場
合

⑦
扶

養
親

族
た

る
子

が
特

定
期

間
（

16
歳

の
年

度
初

め
～

22
歳

の
年

度
末

）
と

な
っ

た
場

合

※
下

線
部

が
今

回
の

見
直

し
に

伴
う

変
更

点

69



8

※
２

行
㈠

９
級

以
上

の
職

員
に

子
以

外
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
を

支
給

し
な

い
の

は
平

成
3
2
年

度
以

降
で

あ
る

た
め

、
平

成
3
1
年

度
ま

で
の

間
は

、
上

記
の

う
ち

、
行

㈠
９

級
以

上
職

員
等

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
は

適
用

さ
れ

な
い

。
（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

～
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
３

項
）

→
例

え
ば

、
平

成
3
0
年

度
に

、
行

㈠
８

級
か

ら
９

級
と

な
っ

た
職

員
に

、
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

と
扶

養
親

族
た

る
子

が
あ

る
場

合
、

手
当

額
の

改
定

は
生

じ
な

い
。

※
３

平
成

3
1
年

度
に

お
い

て
は

、
行

㈠
９

・
1
0
級

も
含

め
、

行
㈠

８
級

以
上

職
員

等
に

つ
い

て
、

配
偶

者
・
父

母
等

の
手

当
額

が
3
,5

0
0
円

と
な

る
た

め
、

上
記

④
、

⑥
の

「
行

㈠
８

級
等

」
は

「
行

㈠
８

級
以

上
等

」
と

読
み

替
え

て
適

用
す

る
。

（
改

正
法

附
則

第

３
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
読

み
替

え
ら

れ
た

給
与

法
第

1
1
条

の
２

第
３

項
）

→
例

え
ば

、
平

成
3
1
年

度
に

、
行

㈠
７

級
か

ら
９

級
に

２
段

階
昇

格
し

た
職

員
に

、
扶

養
親

族
た

る
配

偶
者

の
み

が
あ

る
場

合
、

（
手

当
の

支
給

終
了

と
な

る
の

で
は

な
く
、

）
手

当
額

の
改

定
が

行
わ

れ
る

こ
と

と
な

る
。

※
１

平
成

2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
配

偶
者

が
な

い
場

合
の

１
人

目
の

手
当

額
に

係
る

特
例

が
引

き
続

き
あ

る
た

め
、

同
特

例
に

関
連

す
る

手
当

額
の

改
定

（
例

：
特

例
を

受
け

て
い

る
職

員
が

配
偶

者
を

有
す

る
に

至
っ

た
場

合
の

手
当

額
の

改
定

）
は

現
行

と
同

様
に

行
わ

れ
る

（
改

正
法

附
則

第
３

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

ら
れ

た
給

与
法

第
1
1
条

の
２

第
３

項
）

【
こ

の
場

合
の

手
当

額
の

改
定

時
期

に
つ

い
て

、
以

下
の

よ
う

な
特

例
あ

り
】

（
例

１
）

配
偶

者
の

な
い

職
員

で
子

を
１

人
扶

養
し

て
い

た
者

が
、

配
偶

者
を

有
す

る
に

至
っ

た
場

合
で

、
届

出
が

結
婚

の
1
5
日

経
過

後
以

降
に

な
さ

れ
た

場
合

○
配

偶
者

を
有

す
る

に
至

っ
た

こ
と

に
よ

る
増

額
改

定
→

届
出

の
翌

月
か

ら
改

定

○
子

に
係

る
減

額
改

定
（
1
0
,0

0
0
円

→
8
,0

0
0
円

）
→

事
実

発
生

日
の

翌
月

か
ら

改
定

（
例

２
）

配
偶

者
の

な
い

職
員

で
父

を
１

人
扶

養
し

て
い

た
者

が
、

新
た

に
扶

養
親

族
た

る
子

を
有

す
る

に
至

っ
た

場
合

で
、

届
出

が
子

を
有

す
る

に
至

っ
た

日
の

1
5
日

経
過

後
以

降
に

な
さ

れ
た

場
合

○
子

を
有

す
る

に
至

っ
た

こ
と

に
よ

る
増

額
改

定
→

届
出

の
翌

月
か

ら
改

定

○
父

に
係

る
減

額
改

定
（
9
,0

0
0
円

→
6
,5

0
0
円

）
→

事
実

発
生

日
の

翌
月

か
ら

改
定

※
平

成
2
9
年

度
に

お
い

て
は

、
配

偶
者

が
な

い
場

合
の

１
人

目
の

扶
養

親
族

に
係

る
手

当
額

が
子

と
父

母
等

で
異

な
り

、
双

方
を

扶
養

す
る

場
合

に
は

子
を

１
人

目
と

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
に

よ
り

生
じ

う
る

例
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○

附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
及
び
第
十
一
条
の
二
の
読
替
五

段
表

（
傍
線
部
分
は
読
替
部
分
）

平
成
二
十
九
年
度

平
成
三
十
年
度

平
成
三
十
一
年
度

平
成
三
十
二
年
度
以
降

現

行

附
則
第
三
条
第
一
項

附
則
第
三
条
第
二
項

附
則
第
三
条
第
三
項

に
よ
る
読
替
後

に
よ
る
読
替
後

に
よ
る
読
替
後

（
改
正
後
）

（
扶
養
手
当
）

（
扶
養
手
当
）

（
扶
養
手
当
）

（
扶
養
手
当
）

（
扶
養
手
当
）

第
十
一
条

扶
養
手
当
は

第
十
一
条

扶
養
手
当
は

第
十
一
条

扶
養
手
当
は

第
十
一
条

扶
養
手
当
は

第
十
一
条

扶
養
手
当
は

、
扶
養
親
族
の
あ
る
職

、
扶
養
親
族
の
あ
る
職

、
扶
養
親
族
の
あ
る
職

、
扶
養
親
族
の
あ
る
職

、
扶
養
親
族
の
あ
る
職

員
に
対
し
て
支
給
す
る

員
に
対
し
て
支
給
す
る

員
に
対
し
て
支
給
す
る

員
に
対
し
て
支
給
す
る

員
に
対
し
て
支
給
す
る

。

。

。

。

。
た
だ
し
、
次
項
第
一

（
た
だ
し
書
は
適
用
せ
ず

（
た
だ
し
書
は
適
用
せ
ず

（
た
だ
し
書
は
適
用
せ
ず

号
及
び
第
三
号
か
ら
第

）

）

）

六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
扶
養
親
族

（
以
下
「
扶
養
親
族
た

る
配
偶
者
、
父
母
等
」

と
い
う
。
）
に
係
る
扶

養
手
当
は
、
行
政
職
俸

給
表
㈠
の
適
用
を
受
け

る
職
員
で
そ
の
職
務
の

級
が
九
級
以
上
で
あ
る

も
の
及
び
同
表
以
外
の

各
俸
給
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
で
そ
の
職
務

の
級
が
こ
れ
に
相
当
す

る
も
の
と
し
て
人
事
院

規
則
で
定
め
る
職
員
（

以
下
「
行
㈠
九
級
以
上

職
員
等
」
と
い
う
。
）
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に
対
し
て
は
、
支
給
し

な
い
。

２

扶
養
手
当
の
支
給
に

２

扶
養
手
当
の
支
給
に

２

扶
養
手
当
の
支
給
に

２

扶
養
手
当
の
支
給
に

２

扶
養
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
者
で
他
に
生
計
の
途

る
者
で
他
に
生
計
の
途

る
者
で
他
に
生
計
の
途

る
者
で
他
に
生
計
の
途

る
者
で
他
に
生
計
の
途

が
な
く
主
と
し
て
そ
の

が
な
く
主
と
し
て
そ
の

が
な
く
主
と
し
て
そ
の

が
な
く
主
と
し
て
そ
の

が
な
く
主
と
し
て
そ
の

職
員
の
扶
養
を
受
け
て

職
員
の
扶
養
を
受
け
て

職
員
の
扶
養
を
受
け
て

職
員
の
扶
養
を
受
け
て

職
員
の
扶
養
を
受
け
て

い
る
も
の
を
扶
養
親
族

い
る
も
の
を
扶
養
親
族

い
る
も
の
を
扶
養
親
族

い
る
も
の
を
扶
養
親
族

い
る
も
の
を
扶
養
親
族

と
す
る
。

と
す
る
。

と
す
る
。

と
す
る
。

と
す
る
。

一

配
偶
者
（
届
出
を

一

配
偶
者
（
届
出
を

一

配
偶
者
（
届
出
を

一

配
偶
者
（
届
出
を

一

配
偶
者
（
届
出
を

し
な
い
が
事
実
上
婚

し
な
い
が
事
実
上
婚

し
な
い
が
事
実
上
婚

し
な
い
が
事
実
上
婚

し
な
い
が
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事

姻
関
係
と
同
様
の
事

姻
関
係
と
同
様
の
事

姻
関
係
と
同
様
の
事

姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
を
含
む

情
に
あ
る
者
を
含
む

情
に
あ
る
者
を
含
む

情
に
あ
る
者
を
含
む

情
に
あ
る
者
を
含
む

。
以
下
同
じ
。
）

。
以
下
同
じ
。
）

。
以
下
同
じ
。
）

。
以
下
同
じ
。
）

。
以
下
同
じ
。
）

二

満
二
十
二
歳
に
達

二

満
二
十
二
歳
に
達

二

満
二
十
二
歳
に
達

二

満
二
十
二
歳
に
達

二

満
二
十
二
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子
及

で
の
間
に
あ
る
子

で
の
間
に
あ
る
子

で
の
間
に
あ
る
子

で
の
間
に
あ
る
子

び
孫

三

満
二
十
二
歳
に
達

三

満
二
十
二
歳
に
達

三

満
二
十
二
歳
に
達

三

満
二
十
二
歳
に
達

三

満
六
十
歳
以
上
の

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

父
母
及
び
祖
父
母

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

四

満
二
十
二
歳
に
達

で
の
間
に
あ
る
孫

で
の
間
に
あ
る
孫

で
の
間
に
あ
る
孫

で
の
間
に
あ
る
孫

す
る
日
以
後
の
最
初

四

満
六
十
歳
以
上
の

四

満
六
十
歳
以
上
の

四

満
六
十
歳
以
上
の

四

満
六
十
歳
以
上
の

の
三
月
三
十
一
日
ま

父
母
及
び
祖
父
母

父
母
及
び
祖
父
母

父
母
及
び
祖
父
母

父
母
及
び
祖
父
母

で
の
間
に
あ
る
弟
妹

五

満
二
十
二
歳
に
達

五

満
二
十
二
歳
に
達

五

満
二
十
二
歳
に
達

五

満
二
十
二
歳
に
達

五

重
度
心
身
障
害
者

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
弟
妹

で
の
間
に
あ
る
弟
妹

で
の
間
に
あ
る
弟
妹

で
の
間
に
あ
る
弟
妹

六

重
度
心
身
障
害
者

六

重
度
心
身
障
害
者

六

重
度
心
身
障
害
者

六

重
度
心
身
障
害
者

３

扶
養
手
当
の
月
額
は

３

扶
養
手
当
の
月
額
は

３

扶
養
手
当
の
月
額
は

３

扶
養
手
当
の
月
額
は

３

扶
養
手
当
の
月
額
は

、
前
項
第
一
号
に
該
当

、
前
項
第
一
号
に
該
当

、
前
項
第
一
号
及
び
第

、
前
項
第
一
号
及
び
第

、
扶
養
親
族
た
る
配
偶

参 考
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参 考

す
る
扶
養
親
族
に
つ
い

す
る
扶
養
親
族
（
以
下

三
号
か
ら
第
六
号
ま
で

三
号
か
ら
第
六
号
ま
で

者
、
父
母
等
に
つ
い
て

て
は
一
万
三
千
円
、
同

「
扶
養
親
族
た
る
配
偶

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

は
一
人
に
つ
き
六
千
五

項
第
二
号
か
ら
第
五
号

者
」
と
い
う
。
）
に
つ

る
扶
養
親
族
に
つ
い
て

る
扶
養
親
族
（
以
下
「

百
円
（
行
政
職
俸
給
表

ま
で
の
扶
養
親
族
（
次

い
て
は
一
万
円
、
同
項

は
一
人
に
つ
き
六
千
五

扶
養
親
族
た
る
配
偶
者

㈠
の
適
用
を
受
け
る
職

条
に
お
い
て
「
扶
養
親

第
二
号
に
該
当
す
る
扶

百
円
、
同
項
第
二
号
に

、
父
母
等
」
と
い
う
。

員
で
そ
の
職
務
の
級
が

族
た
る
子
、
父
母
等
」

養
親
族
（
以
下
「
扶
養

該
当
す
る
扶
養
親
族
（

）
に
つ
い
て
は
一
人
に

八
級
で
あ
る
も
の
及
び

と
い
う
。
）
に
つ
い
て

親
族
た
る
子
」
と
い
う

以
下
「
扶
養
親
族
た
る

つ
き
六
千
五
百
円
（
行

同
表
以
外
の
各
俸
給
表

は
一
人
に
つ
き
六
千
五

。
）
に
つ
い
て
は
一
人

子
」
と
い
う
。
）
に
つ

政
職
俸
給
表
㈠
の
適
用

の
適
用
を
受
け
る
職
員

百
円
（
職
員
に
配
偶
者

に
つ
き
八
千
円
（
職
員

い
て
は
一
人
に
つ
き
一

を
受
け
る
職
員
で
そ
の

で
そ
の
職
務
の
級
が
こ

が
な
い
場
合
に
あ
つ
て

に
配
偶
者
が
な
い
場
合

万
円
と
す
る
。

職
務
の
級
が
八
級
以
上

れ
に
相
当
す
る
も
の
と

は
、
そ
の
う
ち
一
人
に

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
う

で
あ
る
も
の
及
び
同
表

し
て
人
事
院
規
則
で
定

つ
い
て
は
一
万
千
円
）

ち
一
人
に
つ
い
て
は
一

以
外
の
各
俸
給
表
の
適

め
る
職
員
（
以
下
「
行

と
す
る
。

万
円
）
、
同
項
第
三
号

用
を
受
け
る
職
員
で
そ

㈠
八
級
職
員
等
」
と
い

か
ら
第
六
号
ま
で
の
い

の
職
務
の
級
が
こ
れ
に

う
。
）
に
あ
つ
て
は
、

ず
れ
か
に
該
当
す
る
扶

相
当
す
る
も
の
と
し
て

三
千
五
百
円
）
、
前
項

養
親
族
（
以
下
「
扶
養

人
事
院
規
則
で
定
め
る

第
二
号
に
該
当
す
る
扶

親
族
た
る
父
母
等
」
と

職
員
（
以
下
「
行
㈠
八

養
親
族
（
以
下
「
扶
養

い
う
。
）
に
つ
い
て
は

級
以
上
職
員
等
」
と
い

親
族
た
る
子
」
と
い
う

一
人
に
つ
き
六
千
五
百

う
。
）
に
あ
つ
て
は
、

。
）
に
つ
い
て
は
一
人

円
（
職
員
に
配
偶
者
及

三
千
五
百
円
）
、
同
項

に
つ
き
一
万
円
と
す
る

び
扶
養
親
族
た
る
子
が

第
二
号
に
該
当
す
る
扶

。

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は

養
親
族
（
以
下
「
扶
養

、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ

親
族
た
る
子
」
と
い
う

い
て
は
九
千
円
）
と
す

。
）
に
つ
い
て
は
一
人

る
。

に
つ
き
一
万
円
と
す
る

。

４

扶
養
親
族
た
る
子
の

４

扶
養
親
族
た
る
子
の

４

扶
養
親
族
た
る
子
の

４

扶
養
親
族
た
る
子
の

４

扶
養
親
族
た
る
子
の

う
ち
に
満
十
五
歳
に
達

う
ち
に
満
十
五
歳
に
達

う
ち
に
満
十
五
歳
に
達

う
ち
に
満
十
五
歳
に
達

う
ち
に
満
十
五
歳
に
達

す
る
日
後
の
最
初
の
四

す
る
日
後
の
最
初
の
四

す
る
日
後
の
最
初
の
四

す
る
日
後
の
最
初
の
四

す
る
日
後
の
最
初
の
四

月
一
日
か
ら
満
二
十
二

月
一
日
か
ら
満
二
十
二

月
一
日
か
ら
満
二
十
二

月
一
日
か
ら
満
二
十
二

月
一
日
か
ら
満
二
十
二

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
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最
初
の
三
月
三
十
一
日

最
初
の
三
月
三
十
一
日

最
初
の
三
月
三
十
一
日

最
初
の
三
月
三
十
一
日

最
初
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
（
以
下
「
特

ま
で
の
間
（
以
下
「
特

ま
で
の
間
（
以
下
「
特

ま
で
の
間
（
以
下
「
特

ま
で
の
間
（
以
下
「
特

定
期
間
」
と
い
う
。
）

定
期
間
」
と
い
う
。
）

定
期
間
」
と
い
う
。
）

定
期
間
」
と
い
う
。
）

定
期
間
」
と
い
う
。
）

に
あ
る
子
が
い
る
場
合

に
あ
る
子
が
い
る
場
合

に
あ
る
子
が
い
る
場
合

に
あ
る
子
が
い
る
場
合

に
あ
る
子
が
い
る
場
合

に
お
け
る
扶
養
手
当
の

に
お
け
る
扶
養
手
当
の

に
お
け
る
扶
養
手
当
の

に
お
け
る
扶
養
手
当
の

に
お
け
る
扶
養
手
当
の

月
額
は
、
前
項
の
規
定

月
額
は
、
前
項
の
規
定

月
額
は
、
前
項
の
規
定

月
額
は
、
前
項
の
規
定

月
額
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千

に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千

に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千

に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千

に
か
か
わ
ら
ず
、
五
千

円
に
特
定
期
間
に
あ
る

円
に
特
定
期
間
に
あ
る

円
に
特
定
期
間
に
あ
る

円
に
特
定
期
間
に
あ
る

円
に
特
定
期
間
に
あ
る

当
該
扶
養
親
族
た
る
子

当
該
扶
養
親
族
た
る
子

当
該
扶
養
親
族
た
る
子

当
該
扶
養
親
族
た
る
子

当
該
扶
養
親
族
た
る
子

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

を
同
項
の
規
定
に
よ
る

を
同
項
の
規
定
に
よ
る

を
同
項
の
規
定
に
よ
る

を
同
項
の
規
定
に
よ
る

を
同
項
の
規
定
に
よ
る

額
に
加
算
し
た
額
と
す

額
に
加
算
し
た
額
と
す

額
に
加
算
し
た
額
と
す

額
に
加
算
し
た
額
と
す

額
に
加
算
し
た
額
と
す

る
。

る
。

る
。

る
。

る
。

第
十
一
条
の
二

新
た
に

第
十
一
条
の
二

新
た
に

第
十
一
条
の
二

新
た
に

第
十
一
条
の
二

新
た
に

第
十
一
条
の
二

新
た
に

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

養
親
族
が
あ
る
場
合
又

養
親
族
が
あ
る
場
合
又

養
親
族
が
あ
る
場
合
又

養
親
族
が
あ
る
場
合
又

養
親
族
（
行
㈠
九
級
以

は
職
員
に
次
の
各
号
の

は
職
員
に
次
の
各
号
の

は
職
員
に
次
の
各
号
の

は
職
員
に
次
の
各
号
の

上
職
員
等
に
あ
つ
て
は

一
に
該
当
す
る
事
実
が

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事

、
扶
養
親
族
た
る
子
に

生
じ
た
場
合
に
お
い
て

実
が
生
じ
た
場
合
に
お

実
が
生
じ
た
場
合
に
お

実
が
生
じ
た
場
合
に
お

限
る
。
）
が
あ
る
場
合

は
、
そ
の
職
員
は
、
直

い
て
は
、
そ
の
職
員
は

い
て
は
、
そ
の
職
員
は

い
て
は
、
そ
の
職
員
は

、
行
㈠
九
級
以
上
職
員

ち
に
そ
の
旨
（
新
た
に

、
直
ち
に
そ
の
旨
（
新

、
直
ち
に
そ
の
旨
を
各

、
直
ち
に
そ
の
旨
を
各

等
か
ら
行
㈠
九
級
以
上

職
員
と
な
つ
た
者
に
扶

た
に
職
員
と
な
つ
た
者

庁
の
長
又
は
そ
の
委
任

庁
の
長
又
は
そ
の
委
任

職
員
等
以
外
の
職
員
と

養
親
族
が
あ
る
場
合
又

に
扶
養
親
族
が
あ
る
場

を
受
け
た
者
に
届
け
出

を
受
け
た
者
に
届
け
出

な
つ
た
職
員
に
扶
養
親

は
職
員
に
第
一
号
に
該

合
又
は
職
員
に
第
一
号

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

族
た
る
配
偶
者
、
父
母

当
す
る
事
実
が
生
じ
た

に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ

等
が
あ
る
場
合
又
は
職

場
合
に
お
い
て
、
そ
の

た
場
合
に
お
い
て
、
そ

員
に
次
の
各
号
の
い
ず

職
員
に
配
偶
者
が
な
い

の
職
員
に
配
偶
者
が
な

れ
か
に
掲
げ
る
事
実
が

と
き
は
、
そ
の
旨
を
含

い
と
き
は
、
そ
の
旨
を

生
じ
た
場
合
に
お
い
て

む
。
）
を
各
庁
の
長
又

含
む
。
）
を
各
庁
の
長

は
、
そ
の
職
員
は
、
直

は
そ
の
委
任
を
受
け
た

又
は
そ
の
委
任
を
受
け

ち
に
そ
の
旨
を
各
庁
の

者
に
届
け
出
な
け
れ
ば

た
者
に
届
け
出
な
け
れ

長
又
は
そ
の
委
任
を
受
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な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

け
た
者
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

新
た
に
扶
養
親
族

一

新
た
に
扶
養
親
族

一

新
た
に
扶
養
親
族

一

新
た
に
扶
養
親
族

一

新
た
に
扶
養
親
族

た
る
要
件
を
具
備
す

た
る
要
件
を
具
備
す

た
る
要
件
を
具
備
す

た
る
要
件
を
具
備
す

た
る
要
件
を
具
備
す

る
に
至
つ
た
者
が
あ

る
に
至
つ
た
者
が
あ

る
に
至
つ
た
者
が
あ

る
に
至
つ
た
者
が
あ

る
に
至
つ
た
者
が
あ

る
場
合

る
場
合

る
場
合

る
場
合

る
場
合
（
行
㈠
九
級

以
上
職
員
等
に
扶
養

親
族
た
る
配
偶
者
、

父
母
等
た
る
要
件
を

具
備
す
る
に
至
つ
た

者
が
あ
る
場
合
を
除

く
。
）

二

扶
養
親
族
た
る
要

二

扶
養
親
族
た
る
要

二

扶
養
親
族
た
る
要

二

扶
養
親
族
た
る
要

二

扶
養
親
族
た
る
要

件
を
欠
く
に
至
つ
た

件
を
欠
く
に
至
つ
た

件
を
欠
く
に
至
つ
た

件
を
欠
く
に
至
つ
た

件
を
欠
く
に
至
つ
た

者
が
あ
る
場
合
（
前

者
が
あ
る
場
合
（
扶

者
が
あ
る
場
合
（
扶

者
が
あ
る
場
合
（
扶

者
が
あ
る
場
合
（
扶

条
第
二
項
第
二
号
又

養
親
族
た
る
子
又
は

養
親
族
た
る
子
又
は

養
親
族
た
る
子
又
は

養
親
族
た
る
子
又
は

は
第
四
号
に
該
当
す

前
条
第
二
項
第
三
号

前
条
第
二
項
第
三
号

前
条
第
二
項
第
三
号

前
条
第
二
項
第
三
号

る
扶
養
親
族
が
、
満

若
し
く
は
第
五
号
に

若
し
く
は
第
五
号
に

若
し
く
は
第
五
号
に

若
し
く
は
第
五
号
に

二
十
二
歳
に
達
し
た

該
当
す
る
扶
養
親
族

該
当
す
る
扶
養
親
族

該
当
す
る
扶
養
親
族

該
当
す
る
扶
養
親
族

日
以
後
の
最
初
の
三

が
、
満
二
十
二
歳
に

が
、
満
二
十
二
歳
に

が
、
満
二
十
二
歳
に

が
、
満
二
十
二
歳
に

月
三
十
一
日
の
経
過

達
し
た
日
以
後
の
最

達
し
た
日
以
後
の
最

達
し
た
日
以
後
の
最

達
し
た
日
以
後
の
最

に
よ
り
、
扶
養
親
族

初
の
三
月
三
十
一
日

初
の
三
月
三
十
一
日

初
の
三
月
三
十
一
日

初
の
三
月
三
十
一
日

た
る
要
件
を
欠
く
に

の
経
過
に
よ
り
、
扶

の
経
過
に
よ
り
、
扶

の
経
過
に
よ
り
、
扶

の
経
過
に
よ
り
、
扶

至
つ
た
場
合
を
除
く

養
親
族
た
る
要
件
を

養
親
族
た
る
要
件
を

養
親
族
た
る
要
件
を

養
親
族
た
る
要
件
を

。
）

欠
く
に
至
つ
た
場
合

欠
く
に
至
つ
た
場
合

欠
く
に
至
つ
た
場
合

欠
く
に
至
つ
た
場
合

を
除
く
。
）

を
除
く
。
）

を
除
く
。
）

及
び
行
㈠
九
級
以
上

三

扶
養
親
族
た
る
子

三

扶
養
親
族
た
る
子

職
員
等
に
扶
養
親
族

、
父
母
等
が
あ
る
職

又
は
扶
養
親
族
た
る

た
る
配
偶
者
、
父
母

員
が
配
偶
者
の
な
い

父
母
等
が
あ
る
職
員

等
た
る
要
件
を
欠
く

職
員
と
な
つ
た
場
合

が
配
偶
者
の
な
い
職

に
至
つ
た
者
が
あ
る

（
前
号
に
該
当
す
る

員
と
な
つ
た
場
合
（

場
合
を
除
く
。
）
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場
合
を
除
く
。
）

前
号
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）

四

扶
養
親
族
た
る
子

四

扶
養
親
族
た
る
子

、
父
母
等
が
あ
る
職

又
は
扶
養
親
族
た
る

員
が
配
偶
者
を
有
す

父
母
等
が
あ
る
職
員

る
に
至
つ
た
場
合
（

が
配
偶
者
を
有
す
る

第
一
号
に
該
当
す
る

に
至
つ
た
場
合
（
第

場
合
を
除
く
。
）

一
号
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）

２

扶
養
手
当
の
支
給
は

２

扶
養
手
当
の
支
給
は

２

扶
養
手
当
の
支
給
は

２

扶
養
手
当
の
支
給
は

２

扶
養
手
当
の
支
給
は

、
新
た
に
職
員
と
な
つ

、
新
た
に
職
員
と
な
つ

、
新
た
に
職
員
と
な
つ

、
新
た
に
職
員
と
な
つ

、
新
た
に
職
員
と
な
つ

た
者
に
扶
養
親
族
が
あ

た
者
に
扶
養
親
族
が
あ

た
者
に
扶
養
親
族
が
あ

た
者
に
扶
養
親
族
が
あ

た
者
に
扶
養
親
族
（
行

る
場
合
に
お
い
て
は
そ

る
場
合
に
お
い
て
は
そ

る
場
合
に
お
い
て
は
そ

る
場
合
に
お
い
て
は
そ

㈠
九
級
以
上
職
員
等
に

の
者
が
職
員
と
な
つ
た

の
者
が
職
員
と
な
つ
た

の
者
が
職
員
と
な
つ
た

の
者
が
職
員
と
な
つ
た

あ
つ
て
は
、
扶
養
親
族

日
、
扶
養
親
族
が
な
い

日
、
職
員
に
扶
養
親
族

日
、
職
員
に
扶
養
親
族

日
、
職
員
に
扶
養
親
族

た
る
子
に
限
る
。
）
が

職
員
に
前
項
第
一
号
に

で
前
項
の
規
定
に
よ
る

で
前
項
の
規
定
に
よ
る

で
前
項
の
規
定
に
よ
る

あ
る
場
合
に
お
い
て
は

掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た

届
出
に
係
る
も
の
が
な

届
出
に
係
る
も
の
が
な

届
出
に
係
る
も
の
が
な

そ
の
者
が
職
員
と
な
つ

場
合
に
お
い
て
は
そ
の

い
場
合
に
お
い
て
そ
の

い
場
合
に
お
い
て
そ
の

い
場
合
に
お
い
て
そ
の

た
日
、
行
㈠
九
級
以
上

事
実
が
生
じ
た
日
の
属

職
員
に
同
項
第
一
号
に

職
員
に
同
項
第
一
号
に

職
員
に
同
項
第
一
号
に

職
員
等
か
ら
行
㈠
九
級

す
る
月
の
翌
月
（
こ
れ

掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た

掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た

掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た

以
上
職
員
等
以
外
の
職

ら
の
日
が
月
の
初
日
で

と
き
は
そ
の
事
実
が
生

と
き
は
そ
の
事
実
が
生

と
き
は
そ
の
事
実
が
生

員
と
な
つ
た
職
員
に
扶

あ
る
と
き
は
、
そ
の
日

じ
た
日
の
属
す
る
月
の

じ
た
日
の
属
す
る
月
の

じ
た
日
の
属
す
る
月
の

養
親
族
た
る
配
偶
者
、

の
属
す
る
月
）
か
ら
開

翌
月
（
こ
れ
ら
の
日
が

翌
月
（
こ
れ
ら
の
日
が

翌
月
（
こ
れ
ら
の
日
が

父
母
等
が
あ
る
場
合
に

始
し
、
扶
養
手
当
を
受

月
の
初
日
で
あ
る
と
き

月
の
初
日
で
あ
る
と
き

月
の
初
日
で
あ
る
と
き

お
い
て
そ
の
職
員
に
扶

け
て
い
る
職
員
が
離
職

は
、
そ
の
日
の
属
す
る

は
、
そ
の
日
の
属
す
る

は
、
そ
の
日
の
属
す
る

養
親
族
た
る
子
で
前
項

し
、
又
は
死
亡
し
た
場

月
）
か
ら
開
始
し
、
扶

月
）
か
ら
開
始
し
、
扶

月
）
か
ら
開
始
し
、
扶

の
規
定
に
よ
る
届
出
に

合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ

養
手
当
を
受
け
て
い
る

養
手
当
を
受
け
て
い
る

養
手
当
を
受
け
て
い
る

係
る
も
の
が
な
い
と
き

れ
そ
の
者
が
離
職
し
、

職
員
が
離
職
し
、
又
は

職
員
が
離
職
し
、
又
は

職
員
が
離
職
し
、
又
は

は
そ
の
職
員
が
行
㈠
九

又
は
死
亡
し
た
日
、
扶

死
亡
し
た
場
合
に
お
い

死
亡
し
た
場
合
に
お
い

死
亡
し
た
場
合
に
お
い

級
以
上
職
員
等
以
外
の

養
手
当
を
受
け
て
い
る

て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
者

て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
者

て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
者

職
員
と
な
つ
た
日
、
職

職
員
の
扶
養
親
族
で
同

が
離
職
し
、
又
は
死
亡

が
離
職
し
、
又
は
死
亡

が
離
職
し
、
又
は
死
亡

員
に
扶
養
親
族
（
行
㈠
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項
の
規
定
に
よ
る
届
出

し
た
日
、
扶
養
手
当
を

し
た
日
、
扶
養
手
当
を

し
た
日
、
扶
養
手
当
を

九
級
以
上
職
員
等
に
あ

に
係
る
も
の
の
す
べ
て

受
け
て
い
る
職
員
の
扶

受
け
て
い
る
職
員
の
扶

受
け
て
い
る
職
員
の
扶

つ
て
は
、
扶
養
親
族
た

が
扶
養
親
族
た
る
要
件

養
親
族
で
同
項
の
規
定

養
親
族
で
同
項
の
規
定

養
親
族
で
同
項
の
規
定

る
子
に
限
る
。
）
で
同

を
欠
く
に
至
つ
た
場
合

に
よ
る
届
出
に
係
る
も

に
よ
る
届
出
に
係
る
も

に
よ
る
届
出
に
係
る
も

項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
お
い
て
は
そ
の
事
実

の
の
全
て
が
扶
養
親
族

の
の
全
て
が
扶
養
親
族

の
の
全
て
が
扶
養
親
族

に
係
る
も
の
が
な
い
場

が
生
じ
た
日
の
属
す
る

た
る
要
件
を
欠
く
に
至

た
る
要
件
を
欠
く
に
至

た
る
要
件
を
欠
く
に
至

合
に
お
い
て
そ
の
職
員

月
（
こ
れ
ら
の
日
が
月

つ
た
場
合
に
お
い
て
は

つ
た
場
合
に
お
い
て
は

つ
た
場
合
に
お
い
て
は

に
同
項
第
一
号
に
掲
げ

の
初
日
で
あ
る
と
き
は

そ
の
事
実
が
生
じ
た
日

そ
の
事
実
が
生
じ
た
日

そ
の
事
実
が
生
じ
た
日

る
事
実
が
生
じ
た
と
き

、
そ
の
日
の
属
す
る
月

の
属
す
る
月
（
こ
れ
ら

の
属
す
る
月
（
こ
れ
ら

の
属
す
る
月
（
こ
れ
ら

は
そ
の
事
実
が
生
じ
た

の
前
月
）
を
も
つ
て
終

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

日
の
属
す
る
月
の
翌
月

わ
る
。
た
だ
し
、
扶
養

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

（
こ
れ
ら
の
日
が
月
の

手
当
の
支
給
の
開
始
に

属
す
る
月
の
前
月
）
を

属
す
る
月
の
前
月
）
を

属
す
る
月
の
前
月
）
を

初
日
で
あ
る
と
き
は
、

つ
い
て
は
、
同
項
の
規

も
つ
て
終
わ
る
。
た
だ

も
つ
て
終
わ
る
。
た
だ

も
つ
て
終
わ
る
。
た
だ

そ
の
日
の
属
す
る
月
）

定
に
よ
る
届
出
が
、
こ

し
、
扶
養
手
当
の
支
給

し
、
扶
養
手
当
の
支
給

し
、
扶
養
手
当
の
支
給

か
ら
開
始
し
、
扶
養
手

れ
に
係
る
事
実
の
生
じ

の
開
始
に
つ
い
て
は
、

の
開
始
に
つ
い
て
は
、

の
開
始
に
つ
い
て
は
、

当
を
受
け
て
い
る
職
員

た
日
か
ら
十
五
日
を
経

同
項
の
規
定
に
よ
る
届

同
項
の
規
定
に
よ
る
届

同
項
の
規
定
に
よ
る
届

が
離
職
し
、
又
は
死
亡

過
し
た
後
に
さ
れ
た
と

出
が
、
こ
れ
に
係
る
事

出
が
、
こ
れ
に
係
る
事

出
が
、
こ
れ
に
係
る
事

し
た
場
合
に
お
い
て
は

き
は
、
そ
の
届
出
を
受

実
の
生
じ
た
日
か
ら
十

実
の
生
じ
た
日
か
ら
十

実
の
生
じ
た
日
か
ら
十

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
者
が
離

理
し
た
日
の
属
す
る
月

五
日
を
経
過
し
た
後
に

五
日
を
経
過
し
た
後
に

五
日
を
経
過
し
た
後
に

職
し
、
又
は
死
亡
し
た

の
翌
月
（
そ
の
日
が
月

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

日
、
行
㈠
九
級
以
上
職

の
初
日
で
あ
る
と
き
は

届
出
を
受
理
し
た
日
の

届
出
を
受
理
し
た
日
の

届
出
を
受
理
し
た
日
の

員
等
以
外
の
職
員
か
ら

、
そ
の
日
の
属
す
る
月

属
す
る
月
の
翌
月
（
そ

属
す
る
月
の
翌
月
（
そ

属
す
る
月
の
翌
月
（
そ

行
㈠
九
級
以
上
職
員
等

）
か
ら
行
う
も
の
と
す

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

の
日
が
月
の
初
日
で
あ

と
な
つ
た
職
員
に
扶
養

る
。

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

る
と
き
は
、
そ
の
日
の

親
族
た
る
配
偶
者
、
父

属
す
る
月
）
か
ら
行
う

属
す
る
月
）
か
ら
行
う

属
す
る
月
）
か
ら
行
う

母
等
で
同
項
の
規
定
に

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

よ
る
届
出
に
係
る
も
の

が
あ
る
場
合
に
お
い
て

そ
の
職
員
に
扶
養
親
族

た
る
子
で
同
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
係
る
も

の
が
な
い
と
き
は
そ
の
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職
員
が
行
㈠
九
級
以
上

職
員
等
と
な
つ
た
日
、

扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
職
員
の
扶
養
親
族
（

行
㈠
九
級
以
上
職
員
等

に
あ
つ
て
は
、
扶
養
親

族
た
る
子
に
限
る
。
）

で
同
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
の
全

て
が
扶
養
親
族
た
る
要

件
を
欠
く
に
至
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
そ
の
事

実
が
生
じ
た
日
の
属
す

る
月
（
こ
れ
ら
の
日
が

月
の
初
日
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
日
の
属
す
る

月
の
前
月
）
を
も
つ
て

終
わ
る
。
た
だ
し
、
扶

養
手
当
の
支
給
の
開
始

に
つ
い
て
は
、
同
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
、

こ
れ
に
係
る
事
実
の
生

じ
た
日
か
ら
十
五
日
を

経
過
し
た
後
に
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
届
出
を

受
理
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
（
そ
の
日
が

月
の
初
日
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
日
の
属
す
る

月
）
か
ら
行
う
も
の
と

す
る
。
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３

扶
養
手
当
は
、
こ
れ

３

扶
養
手
当
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、
第
一

３

扶
養
手
当
は
、
第
一

３

扶
養
手
当
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、
第
一
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扶
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当
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第
四
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第
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項
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一
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実
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又
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第
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げ
る
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実
が
生
じ
た
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掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た

が
生
じ
た
場
合
又
は
扶

じ
た
場
合
に
お
い
て
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に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ

合
に
お
い
て
は
、
そ
の

場
合
、
扶
養
手
当
を
受

養
手
当
を
受
け
て
い
る

、
そ
の
事
実
が
生
じ
た

た
場
合
に
お
い
て
は
、

事
実
が
生
じ
た
日
の
属

け
て
い
る
職
員
の
扶
養

職
員
に
つ
い
て
第
一
項

日
の
属
す
る
月
の
翌
月

そ
の
事
実
が
生
じ
た
日

す
る
月
の
翌
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そ
の

親
族
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同
項
の
規
定
に

第
三
号
若
し
く
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第
四

（
そ
の
日
が
月
の
初
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
（

日
が
月
の
初
日
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あ
る

よ
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届
出
に
係
る
も
の

号
に
掲
げ
る
事
実
が
生

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

そ
の
日
が
月
の
初
日
で

と
き
は
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そ
の
日
の
属

の
一
部
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扶
養
親
族
た

じ
た
場
合
に
お
い
て
は

日
の
属
す
る
月
）
か
ら

あ
る
と
き
は
、
そ
の
日

す
る
月
）
か
ら
そ
の
支

る
要
件
を
欠
く
に
至
つ

、
こ
れ
ら
の
事
実
が
生

そ
の
支
給
額
を
改
定
す

の
属
す
る
月
）
か
ら
そ

給
額
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改
定
す
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た
場
合
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扶
養
手
当
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じ
た
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す
る
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給
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た
だ
し
書
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定
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る
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定
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第
一
号
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た
だ
し
書
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第
一
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号

い
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同
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号
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の
初
日
で
あ
る
と
き

げ
る
事
実
が
生
じ
た
場

定
は
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第
一
号
に
掲
げ

に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ

く
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第
四
号
に
掲
げ
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は
、
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の
日
の
属
す
る

合
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お
け
る
扶
養
手
当
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実
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じ
た
場
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場
合
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け
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扶
養

事
実
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じ
た
場
合
又

月
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給
額
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給
額
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定
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扶
養
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額
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る
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出
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扶
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者
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翌
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日
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な
い
も
の
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養
親
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あ
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と
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す

き
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す
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合
に
お

る
月
）
か
ら
そ
の
支
給

け
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該
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親
族
た

額
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す
る
。
前
項

る
子
に
係
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扶
養
手
当

た
だ
し
書
の
規
定
は
、
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支
給
額
の
改
定
並
び

扶
養
手
当
を
受
け
て
い

に
扶
養
親
族
た
る
父
母
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る
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員
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更
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項
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定
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げ
る
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実
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も
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扶

で
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養
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扶
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係
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養
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養
親
族
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母

支
給
額
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定
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除
く
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係
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養
手
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扶
養
手
当
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給
額
の
改
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職
員
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う
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扶
養
手
当
を

扶
養
親
族
た
る
子
で
第

受
け
て
い
る
職
員
の
う

一
項
の
規
定
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よ
る
届
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扶
養
親
族
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る
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出
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係
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の
規
定

職
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出
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員
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つ
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合
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あ
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偶

お
け
る
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該
扶
養
親
族

者
の
な
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員
と
な
つ

た
る
子
に
係
る
扶
養
手
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合
に
お
け
る
当
該

当
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支
給
額
の
改
定
及

扶
養
親
族
た
る
子
、
父

び
扶
養
手
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受
け
て

母
等
に
係
る
扶
養
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当

い
る
職
員
の
う
ち
扶
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の
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改
定
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親
族
た
る
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母
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項
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定
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出
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係
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職
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養
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定
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も
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扶
養
手
当
の
支

給
額
の
改
定
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

一

扶
養
手
当
を
受
け

一

扶
養
手
当
を
受
け

一

扶
養
手
当
を
受
け

一

扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
職
員
に
更
に

て
い
る
職
員
に
更
に

て
い
る
職
員
に
更
に

て
い
る
職
員
に
更
に

第
一
項
第
一
号
に
掲

第
一
項
第
一
号
に
掲

第
一
項
第
一
号
に
掲

第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
事
実
が
生
じ
た

げ
る
事
実
が
生
じ
た

げ
る
事
実
が
生
じ
た

げ
る
事
実
が
生
じ
た

場
合

場
合

場
合

場
合

二

扶
養
手
当
を
受
け

二

扶
養
手
当
を
受
け

二

扶
養
手
当
を
受
け

二

扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
職
員
の
扶
養

て
い
る
職
員
の
扶
養

て
い
る
職
員
の
扶
養

て
い
る
職
員
の
扶
養

親
族
で
第
一
項
の
規

親
族
で
第
一
項
の
規

親
族
で
第
一
項
の
規

親
族
（
行
㈠
九
級
以

定
に
よ
る
届
出
に
係

定
に
よ
る
届
出
に
係

定
に
よ
る
届
出
に
係

上
職
員
等
に
あ
つ
て

る
も
の
の
一
部
が
扶

る
も
の
の
一
部
が
扶

る
も
の
の
一
部
が
扶

は
、
扶
養
親
族
た
る

養
親
族
た
る
要
件
を

養
親
族
た
る
要
件
を

養
親
族
た
る
要
件
を

子
に
限
る
。
）
で
第

欠
く
に
至
つ
た
場
合

欠
く
に
至
つ
た
場
合

欠
く
に
至
つ
た
場
合

一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
の

一
部
が
扶
養
親
族
た

る
要
件
を
欠
く
に
至

つ
た
場
合

三

（
適
用
せ
ず
）

三

（
適
用
せ
ず
）

三

（
適
用
せ
ず
）

三

扶
養
親
族
た
る
配

偶
者
、
父
母
等
及
び

扶
養
親
族
た
る
子
で

第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
に
係
る
も
の

が
あ
る
行
㈠
九
級
以

上
職
員
等
が
行
㈠
九

級
以
上
職
員
等
以
外
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参 考

の
職
員
と
な
つ
た
場

合

四

（
適
用
せ
ず
）

四

（
適
用
せ
ず
）

四

扶
養
親
族
た
る
配

四

扶
養
親
族
た
る
配

偶
者
、
父
母
等
で
第

偶
者
、
父
母
等
で
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
が

届
出
に
係
る
も
の
が

あ
る
行
㈠
八
級
以
上

あ
る
行
㈠
八
級
職
員

職
員
等
が
行
㈠
八
級

等
が
行
㈠
八
級
職
員

以
上
職
員
等
以
外
の

等
及
び
行
㈠
九
級
以

職
員
と
な
つ
た
場
合

上
職
員
等
以
外
の
職

員
と
な
つ
た
場
合

五

（
適
用
せ
ず
）

五

（
適
用
せ
ず
）

五

（
適
用
せ
ず
）

五

扶
養
親
族
た
る
配

偶
者
、
父
母
等
で
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
及

び
扶
養
親
族
た
る
子

で
同
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
に
係
る
も
の

が
あ
る
職
員
で
行
㈠

九
級
以
上
職
員
等
以

外
の
も
の
が
行
㈠
九

級
以
上
職
員
等
と
な

つ
た
場
合

六

（
適
用
せ
ず
）

六

（
適
用
せ
ず
）

六

扶
養
親
族
た
る
配

六

扶
養
親
族
た
る
配

偶
者
、
父
母
等
で
第

偶
者
、
父
母
等
で
第

一
項
の
規
定
に
よ
る

一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
が

届
出
に
係
る
も
の
が

あ
る
職
員
で
行
㈠
八

あ
る
職
員
で
行
㈠
八

級
以
上
職
員
等
以
外

級
職
員
等
及
び
行
㈠

の
も
の
が
行
㈠
八
級

九
級
以
上
職
員
等
以

以
上
職
員
等
と
な
つ

外
の
も
の
が
行
㈠
八
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た
場
合

級
職
員
等
と
な
つ
た

場
合

七

職
員
の
扶
養
親
族

七

職
員
の
扶
養
親
族

七

職
員
の
扶
養
親
族

七

職
員
の
扶
養
親
族

た
る
子
で
第
一
項
の

た
る
子
で
第
一
項
の

た
る
子
で
第
一
項
の

た
る
子
で
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
に

規
定
に
よ
る
届
出
に

規
定
に
よ
る
届
出
に

規
定
に
よ
る
届
出
に

係
る
も
の
の
う
ち
特

係
る
も
の
の
う
ち
特

係
る
も
の
の
う
ち
特

係
る
も
の
の
う
ち
特

定
期
間
に
あ
る
子
で

定
期
間
に
あ
る
子
で

定
期
間
に
あ
る
子
で

定
期
間
に
あ
る
子
で

な
か
つ
た
者
が
特
定

な
か
つ
た
者
が
特
定

な
か
つ
た
者
が
特
定

な
か
つ
た
者
が
特
定

期
間
に
あ
る
子
と
な

期
間
に
あ
る
子
と
な

期
間
に
あ
る
子
と
な

期
間
に
あ
る
子
と
な

つ
た
場
合

つ
た
場
合

つ
た
場
合

つ
た
場
合
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